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水間遺跡第 8。 9次調査地全景航空写真 (東から)



文序

奈良市の東半部には、大和高原に連なる山地が広がっています。平成17年 4月 1日 には

月ヶ瀬村・都祁村と合併し、その範囲はさらに東へ広がることとなりました。この東部地

域は「東山内」とも呼ばれ、奈良盆地北部にあたる西半部とは異なる独自の文化が形成さ

れてきたところです。清流あふれる谷筋の近くで縄文時代の早くから人々の生活が始まり

ました。奈良時代には豊かな森林資源を都の平城京へと供給するとともに、風水にかなう

理想的な死後の埋葬地を官人たちが探求した場所ともなっています。戦国の世には、有力

な土豪が山城を拠点的に築いて勢威を示しました。

さて、太安萬侶墓の発見で有名な田原地域を中心に県営圃場整備事業が計画され、水間

町 。別所町・曙光町・柚ノ川町にまたがる田原東地区の埋蔵文化財調査を平成11年度から

奈良市教育委員会が行なうことになりました。その調査成果の一部は、すでに『概要報告

書 I』 として平成18年度に公表しております。本書はその続編で、平成14～ 18年度に実

施した別所町・水間町 。柚ノ川町内の遺跡調査概要をまとめたものです。これまで不明な

点が多かつた古代以前の東部地域に関する多くの資料を得ることができたことは、資源豊

かな山地で生活してきた人々の歴史を解明するための重要な糸口となりましょう。

最後になりましたが、現地調査から本書の作成に至るまで御指導・御協力いただいた関

係機関・各位に心より御礼申し上げます。

平成19年 3月

奈良市教育委員会

教育長 中尾 勝二
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1 本書は、奈良県教育委員会からの委託を受けて奈良市が実施した県営圃場整備事業田原東
地区に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書の第 2冊である。本書には、平成14～ 18年度に

調査した別所下ノ前・辻堂 。大谷日遺跡と水間遺跡の発掘調査成果及び水間町・袖ノ川町遺

物散布地の試掘調査成果を集録した。

なおその他の調査概要については、『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書平成12年度』。『県

営圃場整備事業田原東地区に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書 I』 に収録しているので、

か照して頂きたい。

2 図中の方位・座標値は、改正前の日本測地系による平面直角座標系Ⅳで示した。また、高
さはすべて標高である。その測量にあたっては、整備事業計画に基づいて作成された 3級基

準点測量成果を使用した。

3 調査成果を示した地図は、県営圃場整備事業田原東地区平面図 2(柚ノ川町)。 30町所町)・
4(水間町)を調整して使用した。

4 本書で使用した遺構の分類記号は、奈良市教育委員会刊行物に準拠して付した。
5 本書の写真図版に付した遺物番号は、本文中に示した遺物番号に対応する。
6 現地調査は、鐘方正樹・大窪淳司が担当した。現地では、奈良県教育委員会文化財保存課
寺沢薫、西藤清秀、清水昭博、米川仁―の指導を頂いた。

7 現地調査にあたっては、工区長勝坂俊男・巽一郎をはじめ地元の方々に大変お世話になっ
た。記して感謝したい。

本書所収の遺跡調査には下記の方々が参加した。

今中哲男 上西敏夫 上西チヅ子 上西喜典 梅木佳世子 大東賞 大東サチ子

大東好子 大東員由美 大矢寿恵子 鎌野雅章 木口茂 菊本芳子 金乗三
熊谷博志 大門淳一郎 大門精子 谷源以知 谷昭子 谷昭吾 辻正
徳西たか子 中村克子 林健太郎 東奥佳士 東田勁一 前田トシ 松本威
南勝美 峯村嘉明 向井いく子 森鳴 トシ子 山本アイ 桝崎美代子 米谷貞子
8 本書の作成は、鐘方 。大窪の他に松浦五輸美 。熊谷博志 (奈良大学大学院)が遺物整理を
分担して進めた。石器は林健太郎の整理補助を受けた。また、製図作業は松本威・林健太郎・

徳田奈穂子の援助を得た。遺物写真撮影は、秋山成人・松本威が分担して行った。

9 本書の作成にあたっては、下記の方々からご教示を頂いた。
泉拓良 (京都大学)、 井上智博 ((財 )大阪府文化財調査研究センター)、 川村和正、小島孝修・

鈴木康二 (両名、 (財 )滋賀県文化財保護協会)、 佐藤亜聖 ((財 )元興寺文化財研究所)、 高瀬

要― (独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 )、 橋本清― (京都府立山城郷土資料

館)、 福西貴彦 (奈良大学大学院)、 増子康員 (名古屋考古学会)、 松田真―・岡田憲― (両名、

奈良県立橿原考古学研究所)、 柳浦俊― (島根県埋蔵文化財センター)、 矢野健― (立命館大

学)、 山下勝年 (知多古文化研究会)、 横澤慈 (泉南市教育委員会) (敬称略 50音順 )

10 本書の執筆分担者については、各章節の文末に記している。
11 遠部慎・宮田佳樹 (国立歴史民俗博物館 )、 古環境研究所から頂いた自然科学分析報告を

第 4章として編集 。掲載した。

12 本書の編集は大窪が担当した。

例
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第 1章 発掘調査の経緯と経過

I.経緯 あり、それに基づく1/1000の 地形測量図が作成されて

奈良市東部山間の田原地域一帯において、生産性の  いた。そこで調査にあたっては、この成果を全面的に
高い地域農業の確立を図るために県営圃場整備事業  利用した。そのため、平成14年度から導入された世界
(担い手育成型)を行なう計画があり、平成10年度に  決1地系は、継続的な調査成果の整合性を考慮して基本
国の補助事業として採択された。この県営園場整備事  的に使用していない。
業は、田原東地区 。田原西地区・田原南地区 。田原北   平成 11・ 12年度の調査
地区の4地区に大きく区分されて事業が進められてい   最初の踏査は平成11年 12月 3日 に水間町内で行な
る。県営事業であるため、原則的に奈良県で事業区域  い、上水間交差点南側区域の国道369号線以西を対象
内の埋蔵文化財調査に対応する予定であった。しかし  地とした。『東山村史』によると過去にここから石器
諸種の都合により、平成H年度から奈良県の委託を受  や土器が出土しており、奈良県遺跡地図には国道369
けて田原東地区の埋蔵文化財調査を奈良市教育委員会  号線以東を包括する範囲が遺物散布地として記載され
が行なうことになった。

I.経過

ている。実際の踏査でも広域的に遺物の散布が認めら

れたため、平成H。 12年度に試掘調査を行なった (水

平成H年 10月 25日 付教文第407号で奈良県教育委員 , 間遺跡第 1・ 2次調査 )。 その結果、ほぼ全域で遺物
会教育長から田原東地区事業予定地内の遺跡有無確認  の出土があり、縄文時代から鎌倉時代頃の遺跡が周辺
踏査願いの依頼があった。事業範囲が広域であるた  に存在する可能性が高くなった。そこで、やむを得ず
め、工事計画予定に合わせて4度の踏査を実施し、遺  圃場整備工事によって遺跡が削平される地点のみを対
物散布の有無と試掘調査の必要箇所を確認した。そし  象に発掘調査を実施した (水間遺跡 3次調査)。
て、この踏査結果に従いつつ、各年度の工事対象範囲   また、 2回 目の踏査を平成12年 9月 27日 に柚ノ川町
内で試掘調査および発掘調査を継続してきた。それぞ  内で行ない、石器と土器片の散布する地点を3箇所で
れの調査経過について以下に概述すると共に、各年度  確認した。
に調査した遺跡の一覧を表 1に まとめておく。 平成13年度の調査

なお、圃場整備事業予定地については改正前の日本   柚ノ川町内の踏査によって遺物の散布が認められた
測地系平面直角座標系Ⅳによる測量網と基準点成果が  箇所を中心に試掘調査を実施し、縄文時代遺物包含層

表 1 県営圃場整備事業田原東地区における発掘調査一覧

12年 2月 21日 -3月 24日
12年 7月 24日 ～ 9

ノ)||イ モタ・キ

ly手 10月 2日 へ■2

14年 1月 17日 ～ 3月 29

26日 ～ 10月 11日

14年■0月 17日 ′～11月 20日

年 6月 23日 ～ 8月 28日

16日 ハV平成 16年 1月 9日

16年■1月 12日 -17Z弔 1月 7日
lμ弔5月 30日 ～ 1解辛7月 12

～ 18年 1月 13日

18年 5月 22日 -1
18年 6月 29日 -1



第 1章 発掘調査の経緯と経過
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図 1 県営回場整備事業田原東地区の事業範囲 (1/25,000)



が堆積する 2つの遺跡を発見した (柚ノ川イモタ・キ

トラ遺跡第 1次調査 )。 このうち、柚ノ川イモタ遺跡

を発掘調査し、縄文時代早期から後期の土器・石器が

多く出土した (袖ノ川イモタ遺跡第 2次調査 )。

さらに、整備事業の本格化に伴って広域的な遺跡の

有無確認が必要となり、水間町・仙ノ川町内の未踏査

区域と別所町・曙光町内で踏査を実施した。その結果

に基づき、水間町内の国道369号線以東の一部を試掘

調査した (水間遺跡第 4次調査 )。

平成14年度の調査

平成13年度から引き続いて水間町内の国道369号線

以東の一部を試掘調査 した (水間遺跡第 5次調査 )。

その調査成果に基づいて、やむを得ず工事で遺跡が削

平される地点のみを対象に発掘調査を実施した (水間

遺跡第 6次調査 )。

また、柚ノ川キ トラ遺跡についても協議がまとま゛

り、盛土工法によって大部分を地下保存することに

なった。このため、削平されるわずかな範囲と土砂を

採取する北側背後の丘陵上だけを調査した (Illlノ 川キ

トラ遺跡第 2次調査 )。

さらに、別所町で確認した遺物散布地内を来年度か

ら工事する計画となり、支道 1号線東側の北半部を試

掘調査して縄文時代 と鎌倉時代頃の遺跡を発見 した

(別所下ノ前遺跡第 1次調査 )。

平成15年度の調査

平成14年度から引き続いて別所町内遺物散布地の南

半部を試掘調査し、縄文時代と室町時代頃の遺跡を発

見した (別所辻堂遺跡第 1次調査 )。

水間遺跡第 6次調査域周辺で発掘調査が急返必要に

なった。調査を実施したところ、縄文時代の遺物包含

層がほぼ全面的に広がることを確認した (水間遺跡第

7次調査 )。

昨年度に試掘調査 した別所下ノ前遺跡を発掘調査

し、縄文時代早期の流路跡や鎌倉時代の掘立柱建物跡

などを検出した (別所下ノ前遺跡第 2次調査 )。

平成16年度の調査

平成15年度に試掘調査した別所辻堂遺跡の発掘調査

を実施した。縄文時代早期の遺物包含層と室町時代の

土坑・石垣・溝などを検出した (別所辻堂遺跡第 2次

調査 )。

水間遺跡推定範囲よりも北側に位置する東西方向に

1-Ⅱ 経過

細長い谷部を試掘調査した結果、局地的に奈良時代の

遺物包含層を認めたが、遺構はなく、遺跡と認定する

までにはいたらなかった (試掘04-15)。

別所町では、別所下ノ前遺跡第 2次調査地点の西側

に広がる谷部を試掘調査し、縄文時代の遺物包含層や

鎌倉時代の土坑・柱穴などを確認した (別所下ノ前遺

跡第 3次調査 )。

平成17年度の調査

柚ノ川イモタ遺跡から東へ約300mの 地点で工事が

予定されたため、試掘調査を行なった。縄文時代早期

末前期初頭の遺物包含層を局地的に確認したが、遺物

量は極めて少なく、本調査するには当たらないと判断

した (試掘05-08)。

別所町では、平成 16年度の試掘調査結果に基づいて

別所下ノ前遺跡第 4次調査を実施 した。縄文時代早

期、中期末～後期の遺物包含層を確認し、早期の遺構

面からは石敷のある炉跡 1基を検出した。また、鎌倉

時代の掘立柱建物跡 。土坑なども認められ、第 2次調

査地と一連の屋敷跡が広がることが判明した。

さらに、来年度の工事が予定されている水間遺跡北

端部で試掘調査を行なったところ、古代以前と鎌倉時

代の土坑・溝などを確認した (水間遺跡第 8次調査 )。

現地調査と併行して、発掘調査概要報告書 Iの編集

を進め刊行した。

平成18年度の調査

別所町の北口にあたる谷間地で今年度に圃場整備工

事を行なう予定となり、まずここの試掘調査が必要と

なった。調査の結果、縄文時代の遺物包含層と古墳時

代の土坑および平安時代後期 (11世紀)の掘立柱建物

跡を検出し、遺跡の存在を確認した (別所大谷口遺跡

第 1次調査 )。 そこで、やむを得ず削平される箇所に

発掘区を設定して本調査を実施した (別所大谷口遺跡

第 2次調査 )。 縄文時代早期の遺物包含層が良好に遺

存し、神官寺式・「山芦屋期」・黄島式・石山式などの

土器が出土した。

続いて、平成17年度に試掘調査を行なった地点で水

間遺跡の本調査を実施し、縄文時代前期の包含層、飛

鳥～奈良時代の竪穴式住居 2棟、鎌倉時代の溝・土坑

などの遺構を確認した (水間遺跡第 9次調査 )。

現地調査と併行して、発掘調査概要報告書Ⅱの編集

(鐘方 )

3

を進め刊行した。



第 2章 位置と環境

第 1節 位置 と自然環境 (地形・地質、植生 )

1.位 置

別所下ノ前・辻堂 。大谷日遺跡が位置する奈良市別

所町、水間遺跡が位置する同水間町、411ノ 川町遺物散

布地が位置する同柚ノ川町は、いずれも奈良旧市街地

の東方約10kmで大和高原の西半部中央付近にあたる。

Ⅱ.地形・地質

大和高原 大和高原は、奈良盆地とその北にある奈

良山丘陵の東側に広がる山地で、北は木津川を介して

信楽山地と、西は伊賀盆地と、南は高見山地とそれぞ

地形図の基図は、20万 分の 1地勢図 「京都及大阪」・ 噺口歌山」。

等高線の間隔は、主曲線が 100m、 計曲線 500m。

等高線で把握できる幅500m以下の谷を埋めて作成 した埋谷面図。数値は標

高 lm)を示す。

地質図は、20万 分の1地質図「京都及大阪」 (1986)・ 町口歌山J(1998)を 一

部改変し、再 トレースして引用。

れ接する。山頂部は南から北に向かって緩やかに低く

なってお り、標高400～ 500mの定高性を示す部分が

広くみられる。奈良盆地に接する山麓には天理断層・

三百断層・高樋断層といつた南北方向の逆断層が走っ

ており、西辺部は春日断層崖と呼ばれる急崖になって

いる。 (図 2左 )

大和高原 の基盤岩は、白亜紀後期 (約 6500万 ～

9900万 年前)の火山活動によって形成された領家花

蘭岩類と、ジュラ紀 (約 1億4200万～ 2億400万年前 )

の堆積岩である丹波層群の原岩が領家花蘭岩類の形成

時に接触変成作用を受けて変成した領家変成岩類であ

匿延宣]丹波層群     [正 三]領 家花向岩類

‐
その他深成岩類  /藤 原層群

圧三正∃ 地獄谷累層    障:I毒潮 都介野累層

X悩転ド 室生火砕流堆積物 屋 i毒:翌 ソ
ノハ礫層

||1田領家変成岩類

‖
山辺層群

匝匪五因三笠安山岩

□
大阪層群

0            5kI

図 2 大和高原西半部の地形 (左)と地質 (右)(1/200,000)



る。西半部の山頂部付近には、新第二紀の中新世中期

(約 1100～ 1600万年前)に形成された堆積岩 (藤原層

群・山辺層群・地獄谷累層・都介野累層・室生火砕流

堆積物)殉 広ゞ く分布する。その他、西辺部では中新世

中期に形成された三笠安山岩、同鮮新世後期 (約 180

万～ 360万年前)に形成されたソノハ礫層が分布する。

なお、西縁部や奈良山丘陵でみられる水成堆積層の大

阪層群は、第四紀更新世前期 (約70～ 160万年前)に

形成された下部層に相当する。 (図 2右 )

大和高原上を流れる河川は木津川水系であるが、西

2-1 位置と自然環境

辺部の春日断層崖は佐保川・布留川・初瀬川といった

大和川水系の河川の上流部になっている。西半部を流

れる主な河川には白砂川・打滝川・布目川がある。い

ずれも北流していて、侵食により南北に細長い河谷と

山ひだが形成されている。 (図 2左 )

別所町・水間町・柚ノ川町 別所下ノ前・辻堂 。大

谷口遺跡がある別所町や水間遺跡がある水間町は、と

もに打滝川の上流域にあたる。別所町はその上流寄り

を占め、水問町はその下流寄 りを占める。この地域の

河谷は、左岸側の谷側面が高低差200m程度で線状の

図 3 水間町・別所町・和|ノ 川町一帯の航空写真 (国土地理院 1963年撮影 【【63 7X C3 8を 78%縮小、上が北)
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A:尾根 (打滝川 。布目川の水系界)
B,同上 (上記河川の支流、支谷界)
C:谷筋      D:山 麓線
E:河川      F:谷 底平野

1)基図は、25万分の1地形図 「柳生」 「大和自石」。
2)上記地形図の読図及び、空中写真 (KK63-7X C3-7～ -9)の 判読により作成。
3)奈良市 (旧都祁村)荻付近の遺跡については県概報1995(1996) 同1996(1997)
を、水間城跡・別所城跡については村田 (1994)を 参照。別所下ノ前・辻堂逮跡は、
縄文～中世の複合遼跡。

A

図4 水問町・別所町・柚ノ川町一帯の地形 (起伏・水系)と主要遺跡 (1/30,000)

侵食が顕著であるのに対し、右岸側の谷側面は高低差  が顕著で、中流部付近の谷底では谷側面から流れ込ん

50m程度で線状の侵食がほとんどみられない。谷底に  だ土砂が堆積して細長い谷底平野が形成されている。

は谷側面から流れ込んだ土砂が堆積して谷底平野が形  袖ノ川町遺物散布地は、この谷底平野の最も下流寄り

成されている。土砂が左岸側から多量に流れ込んだ結  に位置する (図 3・ 4)。

果、川は右岸寄 りを流れる。別所町と水間町の境界付   これらの地域に広く分布する基盤岩の領家花蘭岩類

近では狭除部があり、これを挟んで下流寄 りの水間町  は主に阿保花蘭岩と呼ばれる細―中粒黒雲母花商岩

内の方が広くなる。別所下ノ前 。辻堂 。大谷口遺跡や  で、他に城立 トーナル岩と呼ばれる片状中粒角閃石黒

水間遺跡は、いずれもこの谷底平野上に位置する。   雲母花商閃緑岩もみられる。また領家変成岩類は泥岩

柚ノ川町遺物散布地がある柚ノ川町は、奈良市 (旧  や砂岩を原岩とし接触変成作用を強く受けた縞状片麻

都祁村)下荻付近で分岐する布目川の支流の流域を占  岩である。打滝川と布目川の水系界となる尾根上に

める。この支流の河谷は両岸とも谷側面の線状の侵食  は、新第二紀の中新世に形成された都介野累層に属す
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[至正コ城立トーナル岩 □ 阿保花向岩   胆圏瑾国褒歪奢遷纂拝

踵 電 圃 掲各
役栄乾諮 )匠 正 コ

小野味礫岩層
 [tlコ

低位段丘堆積物

E巨三ヨ沖積層
一

 断層 ▲  露頭

※5万分の1地質図「奈良J(2000)・ 「桜井」(2001)を 一部改変し、再 トレースし
て引用。

図5 水間町・別所町・4Vlノ 川町一帯の地質 (1/60,000)

る小野味撰岩層と呼ばれる領家花蘭岩・変成岩類の礫

岩層が分布する。 (図 5～ 9)

なお、以上の記述は、主に大田 。成瀬他 (2004)、

尾崎。寒川他 (2000)、 西岡。尾崎他 (2001)、 橋本 (2005)

をもとにしてまとめた。

Ⅲ.植 生

現存植生 別所町・水間町及び柚ノ川町一帯の植生
は、いずれも河谷の谷側面となる山腹では広くスギ

(スギ科)・ ヒノキ (ヒ ノキ科)の植林となっており、

谷底平野では広く水田となってイネ (イ ネ科)が栽培

され、畦や路傍で雑草群落が成立しているのが特色で

ある。図14は1985年に環境庁が発行した現存植生図で

あるが、現状も当時と大きく変わっていない。

かつて里山の雑木林を形成していたアカマツ (マツ

科)や落葉広葉樹のクヌギ・コナラ (と もにブナ科)

の群落は所々でみられる。谷底平野に面した山麓の斜

面にはササ類 (イ ネ科)の群落やワラビ (ウ ラボシ科)

等のシダ植物の群落がみられる。水間町内の山麓の斜

面では、チャノキ (ツバキ科)が栽培されている。

なお、水田の畦や路傍の雑草群落を構成する植物に

ついては、2005年 10月 末に現地で大まかな観察を行っ

た。水田の畦や休耕地にはメヒシバ・エノコログサ (イ

2-1 位置と自然環境

図6 4dfノ 川町内の花南岩の露頭

図 7 同上 拡大 (北から、実体視可 )

図8 別所町内の花南岩の露頭 (図 5の B地点、東から)

9 別所町内の小野味傑岩層の露頭 (図 5の C地点、西から)
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図 10 柚ノ川町内の山麓の植生 (図 14の A地点、南から)

□
群 r/1・ サ

"跡 ロ
モチツツ>アカマツ群落

ロ
クヌギ・ヨナ邦 落

|こ巨三コ
水田雑草群落   E正 三コ その他

×5万分の1現存植生図「奈良」・ 「桜井」 (と もに1985)を 一部改変し、再 トレースして引用。

図 14 水間町。別所町・tlllノ 川町一帯の植生 (1/60,000)

ネ科 )、 ヨモギ (キク科 )、 イヌタデ (タデ科)等が多

く、路傍にはカゼクサ (イ ネ科)やオオバコ (オオバ

コ科)が、荒地にはセイタカアワダチソウ (キク科、

近現代の帰化植物 )、 ススキ (イ ネ科)やクズ (マメ科 )

がみられる。河道沿いや水路沿いはミゾソバ (タデ科 )

が占める。ヨシ (イ ネ科)は、水間町内の打滝川の河
｀
道内でみられる。 (図 10～ 13)

過去の植生 水間町付近と柚ノ川町付近については

花粉分析による過去の植生の検討がなされている。

水間町付近については、水間遺跡の第 3・ 6次調査で

古墳～江戸時代の谷内の堆積層を主な試料として行つ

た花粉分析の結果から、森林については古墳～平安時

代にはカシ林であったのが、鎌倉～室町時代にアカマ

ツを主とする二次林化が進み、江戸時代以降はスギや

ヒノキの造林がなされたことが、耕地については古墳

～平安時代には谷で小規模な水田が営まれていたの

が、鎌倉時代以降に拡大し、水田とともにソバ (ソバ

科 )・ ササゲ属 (マメ科)な どの作物を栽培する畑地

が営まれたことがそれぞれ推定されている。

柚ノ川町付近については、柚ノ川イモタ遺跡の第 2

次調査で平安時代末～江戸時代の谷内の堆積層を試料

として行った花粉分析の結果から、森林や耕地につい

て水間町付近と同様の変遷が推定されている。 (安井)

図 11 柚ノ川町内の畦と水路の植生 (図 14の B地点、南から)

図 12 水間町内の畦の植生 (図 14の C地点、南から)

図 13 水問町内の打滝川付近の植生 (図 14の D地点、東から)



第 2節 歴史 的環境

柚ノ川町は旧田原村、水間町 。別所町は旧東山村に

属したが、1957年 (昭和32年)の町村合併で奈良市と

なった。いずれも旧添上郡の東端に近く、大和高原の

中央部に位置する。大和高原では、河川沿いや谷間な

どにおいて縄文時代の遺跡が見つかっており、山添村

の大川遺跡は縄文早期の標識土器 (大川式土器)が出

土した遺跡として有名である。また、同村の桐山和田

遺跡・北野ウチカタビロ遺跡 。上津大片刈遺跡からは

縄文草創期の遺物が出土し、縄文時代が始まる頃には

周辺地域で人間が生活し始めていたことがわかる。

『東山村史』には水間でかつて石鏃が採集され、縄

文時代の遺跡がここにも存在した可能性が述べられて

いる。これまでに行なった水間遺跡や柚ノ川イモタ 。

キ トラ遺跡の調査でも縄文早期、中～後期の遺物が出・

土しているので、縄文時代において断続的に人々が田

原東地区内に住み着いていたのは間違いない。

大和高原における弥生時代の遺跡としては都祁に所

在するゼニヤクボ遺跡がよく知られている。遺跡の盛

行時期は、弥生時代中期と後期後半～古墳時代前期の

2時期に大きく分かれる。柚ノ川イモタ遺跡では弥生

時代中期の上器が出土しているが、造成土内に包含さ

れていた遺物であり、その実態は不明である。

水間遺跡からは弥生時代後期後半～古墳時代前期の

遺物が多く出土し、縄文時代からしば らく時間を置い

て集落が再び営まれたと推定できる。そして、これ以

降になると時間的に連続する遺物が継続的に出土する

ようになり、周辺での開発が本格化していく。なお、

かつて古墳時代の土器が出土した地点の近くに「ツカ

ノモ ト」という地名があり、『東山村史』では古墳の

存在も想定されたが、試掘調査によって近世以降に石

を盛り上げただけの小さな塚であることが判明してい

る。何らかの信仰の対象となった時期もあるらしいが

判然としない。

飛鳥～奈良時代になると、都城や寺院の建設に伴っ

て山地の豊富な森林資源を開発する必要性が生じたの

を契機に、その拠点として柚の整備が進む。水間が柚

に編入された時期はよくわからないが、「東大寺政所

下文案」(1056年)によって聖武天皇が施入した柚で

あったことがわかる。新薬師寺が東大寺の末寺別院で

2-2 歴史的環境

あった関係から、後に新薬師寺の修造料として割かれ

たと考えられている。平安時代後期になると、柚の荘

園化が進んで周辺の低地は水田開発されていく。「水

間tlL内検帳注文案」 (1150年)には、各水田の字名や

大きさと共に条里に基づく坪付け番号が記されてお

り、条里による区画整理がこの時点で行なわれていた

可能性が高い。

中世には、荘園村落の有力者などが独立性を高め、

地侍となった水間氏や別所氏は山上に屋敷を構えるま

でに成長する。中世後期の築造と推定される水間城や

別所城はその屋敷跡で、当時の面影をよく残 してい

る。水間氏・別所氏ともに大乗院方の山田氏の配下に

あったことが『大乗院寺社雑事記』文明 3年 (1471年 )

関 8月 5日 条 「近年山内ハ悉皆山田成進退者也」の記

事から想定されている。この頃になって、ようやくこ

の地域の動向が文献などの記録からわずかながらも読

み取れるようになってくる。

水問城跡は方形単郭環壕形式の山内型館城で、水間

遺跡の北西隅に位置する。水間遺跡第 8・ 9次調査地

は水間城跡の南東約100mの地点にあり、城跡の麓に

近接する。城跡から小さな谷を狭んですく
゛
南側の尾根

上には下寺 (念仏寺)跡があり、水間氏の菩提寺と考

えられている。現在は畑地となり、五輪塔の一部や石

仏、台座が散在する。寛文 6年 (1666年)の念仏講碑

が以前あったというが、今はなくなっている。この他

に尾ノ上寺、観薬寺、多聞寺、薬師堂がかつて存在し、

現存の西岸寺と合わせて六ヶ寺が水間にあったと伝え

る。尾ノ上寺跡は打滝川渡河点西側の尾根先端にあ

り、承応 4年 (1655年)の六字名号碑や文化元年 (1804

年)の十九夜観音像が祀られている。多聞寺跡はG発

掘区 (平成12年度調査)の南側に位置したようで、そ

図 15 下寺跡に散在する石造物
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こにあった念仏講碑は現在西岸寺に移されている。

城跡か ら東へのびる尾根の南側中腹に番上 (バ ン

ジョウ)屋敷跡があり、石垣や石組井戸が残っている。

番上屋敷跡の付近から水間氏に関わる骨壺がかつて出

土したというが詳細は不明である。春日大社石燈籠に

残る銘文から、遅くとも天文 2年 (1533年)には水間

氏がここに居住し、春日大社の神事に奉仕していたこ

とが矢日らヤ■る。

水間城跡の南側には、水間峠越えの奈良道 (主要地

方道奈良名張線)が東西に走っており、その道沿いに

は石仏が今なお幾つか認められる。峠の登り日にある

「西森の地蔵 (足痛地向 」は転石を利用した磨崖像で、

道路北側の山林脇に残っている。

一方、別所城跡は技巧の進んだ山内型館城で、別所

町の集落入 り口西側にそそり立つ尾根の頂部に位置す

る。別所氏の墓地は、同じ尾根づたいに南西方向へ約

150m行った南斜面中腹にある北浦殿様墓地と谷を挟

んでその南側にある尾根上の庵ノ山殿様墓地の 2箇所

に分かれている。北浦殿様墓地には宗久・宗治夫妻の

墓碑があり、庵ノ山殿様墓地には道清禅門の墓碑と多

くの石仏・五輪塔などが残る。集落の北辺に別所氏の

墓地があるのに対して、その南辺に位置する金刀比羅

神社 (六社権現)と極楽寺 (阿弥陀堂)力潮J所氏の氏

神 と菩提寺であった。金刀比羅神社には『別所地下

ノ神事当屋掟』 (1567年)と『藤原氏人別所半右衛門

尉正久 首社井歴代之廟所極楽寺江米査石令寄進状』

(1661年)が伝えられてお り、別所の歴史を考える上

で非常に重要な資料となっている。また、極楽寺に伝

わる本尊阿弥陀如来像と不動明王立像・地蔵菩薩立像

図 18 庵ノ山殿様墓地

の 3像は、平安時代末期の優品として奈良県指定文化

財になっている。ただし、どのような経緯でこのよう

な仏像が別所にもたらされたのかはよくわからない。

別所氏は豊臣政権によって本領を没収されて没落し、

寛文元年 (1661年)に村から退去していったという。

さて、田原東地区で今回遺跡を確認した水間・別

所 。柚ノ川を地形的に比較すると、最も大きく開けた

土地が水間であり、別所・柚ノ川は本来それに近接し

た小地域に過ぎない。柚、荘園としての記録が古くか

ら水間だけに残 り、そこに庄司が存在した点を考慮す

ると、水間はこの地域の拠点的地位を得ていたとみら

れる。そして古代には、ここを拠点としつつ周辺域の

開発や統合が漸次的に及んでいったのではないかと思

われる。しかし中世後期になると、南から有力地侍の

山田氏が別所 。柚ノ川地域に勢力を伸ばして領有化し

始めた可能性が考えられる。

別所が 「水間ヶ別所」と呼ばれたり、元禄年間に柚

ノ川村が水間村から独立したという記録は、近世以降

に認められるもので、今のところ中世にまでさかのぼ

らない。この点で、両地域が再び水間に包括されるよ

うになったのは近世になってからのことと思われる。

おそらく、豊臣・徳川政権による地域再編の結果であ

図 17 金刀比羅神社と極楽寺

図 16 西森の地蔵 (左 ) と旧多聞寺跡念仏講碑 (右 ) ろう。 (鐘方 )
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平成15年度から別所町内で圃場整備工事が行なわれ

る予定となり、平成14～ 18年度にかけて 4度の試掘

調査を実施した。その結果、南北 3つの区域で遺跡の

存在を確認し、発掘調査の必要性が生じた。いずれも

新規発見の遺跡であるため、調査地の字名に因んで北

から別所大谷日遺跡、別所下ノ前遺跡、別所辻堂遺跡

と命名した。

この中で、別所下ノ前遺跡と別所辻堂遺跡は近接し

ており、当初は併行して試掘調査を行なっている。そ

こで、調査過程を明示する必要性から両遺跡の調査成

果については第 1節 に一括して記述することにした

い。別所大谷日遺跡および水間遺跡第 8・ 9次調査の

成果については第 2・ 3節で試掘調査の概要を含めて

述べ、その他の試掘調査成果については第 4節を設け・

て報告する。

第 1節 別所下 ノ前・ 辻堂遺跡

I.試掘調査の方法と概要

試掘調査は、事業地内での遺跡の正確な分布範囲と

その時期を確定することを目的として、主に切土工

事予定箇所を対象に発掘区を合計30箇所設定し実施し

た。対象面積が広いため、整備工事の進捗に合わせ 3

度に分けて試掘調査を行なっている。第 1～ 7発掘区

は別所下ノ前遺跡第 1次調査として平成14年 12月 2日

～平成15年 1月 9日 まで、第 8～ 17発掘区は別所辻

堂遺跡第 1次調査として平成15年 5月 6日 ～ 6月 4日

まで、第18～ 30発掘区は別所下ノ前遺跡第 3次調査

として平成16年H月 12日 ～平成17年 1月 7日 まで調査

した。

各発掘区の平面図は1/100、 土層図は1/20で基本的

に作成し、平面図に旧国土座標を記入して調査地での

位置関係を記録した。なお、発掘区番号及び地形の名

称は、図19。 20に示した通りである。遺構番号は本調

査区のそれに従う。

1.各発掘区の概要

第 1発掘区 (92∬ )高 低差のある南北 2枚の水田
にまたがって調査を行なった。その結果、南側の高い

水田において遺跡を確認したが、これより1.6m低い

北側の水田は地下げによって大きく削平を受けており

(地山の標高472.68m)、 遺跡は遺存していなかった。

南側水田の基本的な層序は、耕土の下に灰色土、暗灰

褐色土 (13世紀の遺物包含層)と続き、淡黄灰色礫混

シル トないしは淡青灰色砂礫の地山を基盤とする遺構

面 (標高474.Om前後)となる。

発掘区西壁に沿って、遺構面から掘り込まれた溝 S

D05を検出したため、一部西側に発掘区を拡張してそ

の幅を確認した。南北13m以上、幅 lm前後、深さ0.3

mで、北端で西へ曲がつていくと推定された。埋土は

黄灰色砂礫で、13世紀後半の遺物が多く包含されてい

た。S D05は、発掘区西側の畦畔と南北にほぼ並行し、

北端も畦畔と同じ位置で西へ曲がると思われるので、

現在残っている畦畔の一部が13世紀後半の地割を踏襲

している可能性が考えられた。

また、遺構面の一部が黄色シル トに変わる範囲があ

り、一部を試掘したところ、上層から縄文時代早期末

前期初頭の条痕文土器 1点、中層から早期中葉の黄島

式土器 1個体が割れた状態で出土した (図 21)。 この

縄文時代遺物包含層は南北約 7m幅で東西方向に広
がっており、旧流路 (S D08)の埋土中に遺物が堆積

して形成された包含層と推定される。湧水のため底ま

で確認できなかったが、旧流路の深さは0.85m以上で

ある。

第 2発掘区 (119∬ )高 低差のある東西 2枚の水田
にまたがって調査を行なった。西高東低に造成された

水田面における比高差は1.36mあ り、いずれの水田も

地下げによって旧地形の西半分を大きく削平し造成さ

れている。削平を免れた地点での基本的な層序は東西

で概ね共通し、耕上の下に灰色土、暗灰褐色土 (12

～ 13世紀の遺物包含層)と続き、黄色礫混シル ト・

黄灰色砂撰などで構成された地山を基盤とする遺構面

となる。東端付近では、東へ向かって徐々に低くなり、

流路東肩部から急激に地山が下がっている。遺構面の

標高は、一段高い西側で475.6m前後、低い東側で

474.lm前後であり、同一水田面上において第 1発掘

区よりも遺構面が0.lm高 くなっている。

西側で土坑 S K04、 東端で南北清 S D07を 検出し

た。第 1発掘区で確認した S D05の南側の続きは検出
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1第 2発掘区
‐

Ｌ

キ

ヤ

第 1発掘区

ｆ

抑LH,4740m
-148,980   -5,090

1 黄色シル ト

2 黄灰色シル ト

3 灰色砂

図 21 試掘調査第 1・

4 暗灰色シル ト

5 藤混じり灰色粗砂

6 淡青灰色シル ト

7 灰色砂 (粗砂混じり)

8 砂混じり黒灰色ンル ト (黄島式土器出土 )
9 黄色粘質シル ト

14

2発掘区平面図・断面図 (1/250)、 黄島式土器出土地点平面図・堆積土層区 (1/25)



されず、地下げによって南半が削平されたか、第 2発

掘区までの間で途切れるかの2つの可能性が想定され

る。

第 3発掘区 (83∬ )基 本的な層序は、耕土の下に

灰色土、暗灰褐色土、黄灰褐色土、黄茶褐色腐植土と

続き、黄褐色砂礫 。青灰色シル トなどで構成される地

山となる。地山の標高は、北側で473.75mと若干高く

なる以外、概ね473.4～ 473.5mと 平 らである。黄茶

褐色腐植土は枝葉、木根の堆積層で、12～ 14世紀頃

の遺物を包含する。発掘区の全面がこの黄茶褐色腐植

土に覆われており、この地点は谷部の低湿地域に相当

する。

第 4発掘区 (175∬ )南 から北へ向かって張 り出す

南高北低の 3枚の水田地割があり、これのほぼ中央に

南北方向の発掘区を設けて調査を行なった。基本的に

耕土の直下が地山であり、水田造成時に大きく全体が

削平されていることが判明した。標高は、南側で最も

高く475.Om、 北側は473.55mで ある。北端では流路

の肩部を検出しており、北へ向かって地山が0。 7m下

がる。南端でも地山が0。 lm下がっていくのを確認し

ており、本来は低い微高地状の地形であったと考えら

れる。

遺構は、北半部で検出した水田耕作に伴なう素掘り

溝のみである。中央部で認められた不規則に黄白色粘

土が堆積する凹みは、無遺物のため地山を構成する堆

積層の一部と判断した。また、地山直上で石鏃 1点が

出土したため、石器包含層の可能性が考えられた黄灰

色砂混シル ト層を4地点で試掘した。しかし、サヌカ

イ ト砕片 1点が出土したのみであり、これについても

包含層を形成するものではないと判断した。

第 5発掘区 (173∬ )高 低差のある南北 2枚の水田
にまたがって調査を行なった。南高北低の水田面での

高低差は0.5mである。基本的な層序は、耕土の下に

灰色土、責灰色土、褐色腐植土 (13～ 14世紀の遺物

包含)と続き、シル トないし砂礫の地山となる。

発掘区の全面が褐色腐植土に覆われており、この地

点は谷部の低湿地域に相当する。南端に小さな谷があ

り、幅 6m以上、深さ0.5m以上 (標高475.3m以 下 )
で、褐色腐植土の下に暗茶褐色腐植土、灰色粗砂と褐

色腐植上の互層が堆積する。湧水のために底まで掘削

していない。この谷の北肩から2mほど北の地点 (標

3-1 別所下ノ前 。辻堂遺跡

高475.85m)を最高点として若干地形が盛 り上が り、

再度北へ向かって緩やかに地山が下がっていく。北端

で大きく下がる流路の南肩 (標高474.14m)を 確認し

たが、流路内は湧水のために底まで掘削していない。

発掘区中央部で検出した根株の腐朽に伴なう凹みに褐

色腐植上が堆積しており、ここからは古墳時代の須恵

器臨 (図88-4)1点 が出土した。

第 6発掘区 (118だ )高 低差のある南北 2枚の水田
にまたがって調査を行なった。南高北低の水田面で

の高低差は1.16mである。基本的な層序は、耕上の下

に灰色土、暗茶灰色腐植土 (13～ 14世紀の遺物包含 )

と続き、シル ト層の地山となる。微高地 Cと谷部の境

界付近に相当し、西から東へと大きく下がる傾斜地と

なっている。地山の標高は南西側が最も高く476.3m、

北側で確認した谷部の南肩で475。 3mである。

発掘区南端部には幅 4m以上、深さ0.4mの流路が
あり、暗灰色砂土、青灰色シル ト、黄灰色砂、灰褐色

腐植土が堆積する。また、微高地 C縁辺部に沿って砂

礫層で埋まる小土坑が点在し、埋土からは14世紀前半

頃の遺物が出土した。

第 7発掘区 (75∬ )高 低差のある南北 2枚の水田
にまたがって調査を行なった。南高北低の水田面での

高低差は0.2mである。

基本的な層序は、耕上の下に灰色土、淡灰褐色土、

暗褐色土 (14世紀の遺物包含)と続く。

北側ではその下に縄文時代早期後葉の土器を包含す

る黄灰色礫混シル トが堆積しており、その直下が青灰

色礫混シル トの地山となる。黄灰色礫混シル ト層は厚

さ0.lm前後で、南西から北東へ緩やかに下がってい

く。その上面の標高は、479,02～ 478.56mである。

発掘区南半部では、南西方向から続く谷部と流路 1

を確認した。流路 1は、幅8.8m以上、深さ0。 8mで、

暗褐色土の下に暗灰色土、青灰色シル ト・灰色砂・暗

灰色土の互層とブロック土が混合する造成上が堆積す

る。堆積層序の観察から、流路 1は大きく2回の埋め

立てによって埋没したと推測される。これらの埋土か

らは、14世紀前～中葉の遺物が多く出上した。

第 8発掘区 (63∬ )0。 42m高低差がある南北 3枚

の水田にまたがって調査を行なった。発掘区内の基本

的な層序は、耕上の下に暗灰色土 (旧耕土 )、 褐色腐

植土と続き、黄 (青)灰色砂礫・シル トの地山 (南側
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で標高478.Om前後)となる。発掘区全体が谷部の中

にあり、南西から北東へと緩やかに地山が下がってい

る。地山上面での高低差は、南北で0.68mで ある。

発掘区南端で幅2.3m以上の流路跡を確認した。埋

土は茶褐色シル ト質腐植土、灰白色細砂の互層で、切

断面が残る丸太が 1本出土したが発掘区外南へと続い

ているため取り上げなかった。

また、発掘区中央付近でいくつかの小土坑を確認し

たが、不整形のため木根による凹みの可能性が残る。

遺物については、地山を覆う褐色腐植土から13世紀

後半頃の上器が少量出土しただけで、流路跡や小土坑

内からは出土しなかった。

第 9発掘区 (99∬ )谷 部を東西方向に横断するよ

うに発掘区を設けた。発掘区内の基本的な層序は、耕

土の下に灰茶色土、灰褐色土、褐色腐植土と黄灰色砂

の互層が続き、黄 (青)灰色砂礫 。シル トの地山 (東

側で標高480.36m前後)となる。

谷部の中央は概ね平坦であり、発掘区東端で幅2.5

mの流路跡を検出した。埋土は灰色粘質シル ト、暗灰

色粘質シル ト (木根・枝を多く含む)で、13世紀後半

の土器が少量出土した。

第10発掘区 (72∬ )1.47m高低差がある東西 3枚

の水田にまたがって調査を行なった。微高地Dの裾部

を削って造成された西側と中央の水田における基本的

な層序は、耕土の下に淡灰色土、黄灰褐色土 (シル ト)

の薄い層が続き、黄灰色シル トの地山となる。それに

対して、東側の水田は谷部に相当するため、耕土の下

に淡灰色上、淡黄褐灰色土、灰褐色腐植質シル ト (有

機質を含む)の厚い層が続き、灰色砂礫の地山となる。

谷部の底は概ね平坦となっている。地山の標高は、発

掘区の西端で484.5m、 中央で483.74m、 東側谷部で

482.56mである。

発掘区中央で上部を大きく削平された炭窯 1基を確

認した。炭窯は、現状で全長4.05mが遺存し、焼成室

の幅1.9m、 深さ0.lmである。微高地D東側斜面を掘

り込んで構築されており、焚口を南 (谷部方向)へ向

ける。床面は焚口に向かって緩やかに下っており、そ

の角度は約 3° である。窯内からは炭以外に土師器小

片 1点が出土したのみで、操業時期の詳細は不明であ

る。

第11発掘区 (51∬)lm高 低差がある東西 2枚の水
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田にまたがって調査を行なった。その結果、第10発掘

区で微高地Dの端を確認した同一水田の北側は谷部に

相当することが判明した。

発掘区西側では、耕土の直下が黄褐色砂礫の地山で

あり、水田造成時に大きな削平を受けている。一方、

谷部に相当する発掘区東側での基本的な層序は、耕土

の下に淡灰色上、灰褐色土、淡灰褐色土、暗灰褐色土

と続き、黄褐色礫混シル トの地山となる。この谷部堆

積土中からは、13世紀以降の土器と共に石匙などの石

器が若干出土した。

削平を受けた微高地D端部の上面で、いくつかの小

土坑や焼土面が遺存するのを確認することができ、微

高地上一面に遺構が広がっている可能性が高くなっ

た。出土遺物から、遺構の時期は13世紀後半から14世

紀と推定できる。

第12発掘区 (57∬ )lm高 低差のある南北 2枚の

水田にまたがって調査を行なった。基本的な層序は、

耕土の下に造成上、黄茶褐色土あるいは黄灰褐色土と

続き、黄色砂礫土の地山となる。

微高地上を造成して水田化されているが、その段差

部分の下から石列が検出された。14世紀以降の開発に

伴うものと思われる。発掘区のほぼ全面から土坑や溝

が検出され、かなり遺構密度が高い。平面形が一辺 2

m前後の隅丸方形となる土坑が 3基あり、一部を掘削

したところ深さ0.2m前後で13世紀後半～ 14世紀の遺

物が出土した。また、その埋土中に炭や焼上が多く含

まれているのが注意された。

第13発掘区 (69∬ )事 業地内南端の微高地D中央
にある水田を調査した。基本的な層序は、耕上の直下

が黄褐色砂礫あるいは黄灰色シル トであり、水田造成

時に地山面まで削平されていることが判明した。それ

にもかかわらず、ほぼ全面に土坑などの遺構が残存し

ていた。

遺構には、埋土の違いや出土遺物から14世紀頃と近

世の 2時期に構築されたものがある。

また、発掘区南東端で縄文時代の遺物包含層 (礫混

黄色シル ト)が遺存していた。一部を掘 り下げたとこ

ろ、八ッ崎 I式等の早期後葉の条痕文土器が出土した。

第14発掘区 (112.5∬)基 本的な層序は、耕上の下
に造成上があり、その直下が青灰色砂・礫の地山とな

る。地山上の一部に旧耕土が残っており、近年にこの



水田周辺を一度造成したらしい。

発掘区東側で円形石組井戸、土坑を検出した。円形

石組井戸の規模は、内法で東西1.15m、 南北0,9mで

あり、やや精円形を呈する。内部は0.2m掘 り下げた

にとどまるため、深さはわからない。花蘭岩を積み上

げて構築している。時期認定できる出土遺物がなく、

時期は不明である。また、円形石組井戸の東側で土坑

の一部を確認し、内部に何らかの施設を埋設していた

痕跡が観察された。木棺墓である可能性も想定できる

が、出土遺物がなく時期などの詳細は不明である。

さらに、発掘区西端では幅 9m以上、深さ約0.8m

の流路 1を確認した。底の西端最下層に堆積した灰色

粗砂中から13世紀後半～ 14世紀の土器が多く出土し

ており、微高地D上に存在した生活遺跡から供給され

た遺物と考えられる。第 7発掘区で確認した流路 1の

出土土器と時期的に共通する遺物が出土している点か ,

ら考えて、これらは同じ流路跡であると判断できる。

第15発掘区 (84ゴ)0.8m高低差のある南北 2枚の

水田にまたがって調査を行なった。基本的な層序は、

耕土の下に灰色土が堆積するだけで、直ちに青灰色砂

混シル トの地山となる。南から北へ向かって下がる微

高地上を造成して水田化しており、地山上面の大半が

削平を受けている。地山の標高は、発掘区の南端で

483.33m、 中央で482.40m、 北端で481.76mである。

発掘区中央で全長 2m以上、幅3.2m、 深さ0.7mの

土坑を 1基確認した。埋土から13世紀後半頃の遺物が

出土している。

第16発掘区 (42∬ )第 15発掘区の南側でそれと直
交する東西方向に発掘区を設定し調査を行なった。耕

上の直下がすぐに花聞岩岩盤の地山 (標高483.40m)

であり、微高地の稜線上に相当すると考えられるが、

水田造成時に大きく削平を受けている。それにもかか

わらず、いくつかの遺構が残存していた。

発掘区北西隅で確認した土坑 S K12は 、東西3.lm

以上、南北1.3m以上の隅丸方形で、深さ0.3mである。

土坑内には人頭大の花蘭岩が多数埋めてあった。

第17発掘区 (81∬ )第 13発掘区東端で縄文時代の

遺物包含層を確認したため、その広がりを確認するた

め発掘区を設定し調査を行なった。基本的な層序は、

耕土の下に旧耕土あるいは水田造成土があり、すぐに

橙灰色砂質シル トの地山となる。特に第13発掘区を設

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

定した水田の南東部 (第 17発掘区南側)は、厚さ1.1

mの盛土によって近世に造成されていたことが判明し

た。造成上の下に旧耕土が残存している点からみて、

縄文時代遺物包含層は東側においては大きく削平され

ていると考えられ、全く遺存していなかった。微高地

D上を全体的に削平して水田造成されており、現状で

の地山の標高は南側で486。 15m、 北側で484.70mであ

る。

発掘区中央を中心として中世の遺構が少なからず残

存していた。直径 1.9m、 深さ0。 3mの円形土坑からは、

14世紀前半の羽釜が出土している。

第18発掘区 (120∬ )発 掘区は微高地Aを南北に横
断しており、中央北寄 りが最も高くて耕土直下が地山

(淡青灰色砂礫混シル ト)である。微高地A上面の標

高は477.15mで、地山は北側、南側に向かってそこか

ら緩やかに下がっていく。北側では、地山の上に暗灰

色土、淡灰色砂土、灰褐色土、耕上が約0.6m堆積す

る。発掘区北端の標高は476.4mで 、発掘区内では谷

部を確認していない。一方、南側では地山 (黄褐色砂

礫)の上に炭混暗灰色シル ト、灰褐色土、灰色土、淡

褐灰色土、淡灰色土、耕土が約0.75m堆積する。炭混

暗灰色シル トからは12世紀の土器片が出土している。

発掘区南端の標高は476.4mで 、流路 2までは達して

いない。

微高地A上では中世の上坑 3基、小柱穴 8基などを

検出した。このうち、小柱穴 6基は発掘区西壁に沿っ

て直線的に並び、その間隔は2.1～ 2.5mである。これ

らの遺構については、一部を掘り下げるにとどめた。

第19発掘区 (128∬ )発 掘区は微高地Aを横断して
お り、北側で谷部、南側で流路 2の一部を検出した。

微高地Aの上面および北側斜面は水田造成時に大きく

削られており、平坦化した上面と谷部の間には約0.7

mの段差が形成されている。

微高地A上面では耕土下すぐに地山 (黄灰色砂礫 )

が現れ、その標高は479.6mで ある。第20発掘区で確

認した縄文時代遺物包含層は全く遺存していない。

谷部では地山 (黄褐色砂礫)の上に暗褐色腐植土、

暗黄灰色粘上、水田造成土、耕土が堆積する。標高は

北端で477.4mで ある。暗黄灰色粘土層から12～ 13世

紀頃の土器片が出土した。

流路 2では地山 (黄灰色砂礫)の上に暗褐色腐植土、
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黄褐色砂・灰褐色粘土・灰色砂の互層、粗砂混灰色シ

ル ト、砂混灰色土、水田造成土、耕土が堆積する。標

高は南端で478.2mで ある。暗褐色腐植土から12～ 13

世紀頃の上器片が出上した。なお、地山の一部からは

花蘭岩の岩盤が露出していた。

第20発掘区 (88ゴ )発 掘区は微高地Aを東西に縦

断しており、一部で削平を受けているものの、ほぼ全

域にわたって縄文時代遺物包含層の堆積を確認した。

西から東に延びる尾根の先端部に隣接し、微高地Aへ

の傾斜変換点付近に相当する。基本的な層序は、地山

(淡青灰色シル ト)の上に黄灰色シル ト (縄文時代遺

物包含層)、 褐灰色土 (13～ 14世紀頃の遺物包含層)、

淡茶灰褐色上、耕土が堆積する。地山の標高は西端で

482.6m、 東端で480。 4mである。

発掘区東半部では平坦 な地 山面 (標 高480。 4～

480.5m)が広がつており、約0。 2m前後の厚さで縄文

時代遺物包含層が堆積する。この東端で長さ3.35m、

幅0.7m、 深さ0。 4mの溝を検出し、縄文時代中期末の

土器 (図 6733等)や石器が出土した。なお、縄文時

代遺物包含層の上から掘 り込む小穴がいくつかあり、

それを覆う褐灰色土との関係から13～ 14世紀頃の遺

構が上層に重複していると考えられる。

第21発掘区 (65∬ )発 掘区は微高地 Eと流路 3を

南北に横断し、流路 2の一部を検出した。北端は微

高地Aへ と続 く尾根の裾部に相当する。地形的にみ

て、流路 2と流路 3の合流点付近に位置すると考えら

れる。全体的に大きく削平を受けており、微高地 E上

面では耕土下すぐに地山 (淡黄灰色砂礫)が現れ、そ

の標高は484.6mで ある。流路 3は幅6.2m、 深さ0.6

mで、砂・シル ト・粘土が互層に堆積する。出土遺物

はなかった。流路 2はその北肩を確認したのみである

が、水田造成時に改変を受けている。

第22発掘区 (93∬ )発 掘区は微高地 Eと流路 3を

南北に横断し、流路 2の一部を検出した。北側は微高

地Aへと続く尾根の裾部に相当するが大きな削平と撹

乱を受けており、耕土下すぐに地山 (灰色砂礫)が現

れる。その標高は487.3m前後である。流路 3は幅14

m、 深さ1.2mで、 2時期の堆積が認められた。当初

の堆積層は南肩に沿って幅3.5mほ どが遺存する。灰

色砂礫・黄灰色砂礫と黄灰色シル トが堆積し、黄灰色

シル ト層から石器が出土している。これと重複して幅
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10.5mにわたる土砂が後から堆積した。縄文土器数点

と共に14世紀頃の土師器皿が出土しており、中世以降

の堆積層とみられる。微高地 Eの上面も削平を受けて

平坦化 してお り、その標高は487.25mで ある。また、

その上面幅は5.5m前後であり、この地点で最も狭く

なっている。流路 2はその北肩を確認 したのみであ

り、段差の大きい現水田区画はほぼそれを踏襲してい

る。

第23発掘区 (103∬ )発 掘区は微高地 Eと流路 3を

南北に横断し、流路 2の一部を検出した。微高地 Eの

上面は旧耕上で覆われており、その上に造成上 (厚さ

0。 35m)と 現耕土が堆積する。よって、発掘区を設定

した水田は一度かさ上げされていることが判明した。

旧水田造成時に微高地 Eの上面は削平を受けており、

その標高は490.Omで ある。微高地 E上で幅1.8m、 深

さ0.4mの溝を検出した。下層に灰色砂撰、上層に黄

褐色シル ト・黄灰色砂が堆積し、縄文土器・石器が若

千出土している。流路 3は幅20m、 深さ1.4mで、下

層に石器を若千包含する茶褐色砂礫・灰色砂礫、上層

に13～ 14世紀の遺物を少量包含する褐色腐植質シル

ト・暗灰色シル トが堆積する。流路 2はその北肩を確

認したのみであり、段差の大きい現水田区画はほぼそ

れを踏襲している。

第24発掘区 (87∬ )流 路 3の南肩付近をそれにほ
｀
ぼ沿って掘削し、少し蛇行しながら西から東へと水が

流れていたことを確認した。流路内の埋土は、地山の

上に灰色砂礫、暗灰色シル ト、暗茶褐色上、茶灰褐色

砂、灰褐色土、灰色土、灰褐色土、耕土が堆積する。

流路 3底の標高は、西端で495.lm、 東側で492.7mで

ある。埋土から14世紀頃の上師器皿などが出土してい

るが、出土量はわずかである。

第25発掘区 (■ 2∬)発 掘区は流路 3南半部から微

高地 Eを南北に縦断する。微高地 E上面での上層は、

地山 (淡茶褐色砂混シル ト)の上に黄褐色粘質シル ト、

淡黄灰色土、耕土が堆積 してお り、地山上面の標高

は498。 9mである。微高地 Eの南半郡は水田造成時に

約0.3m削 り取られており、重機の爪痕が随所に残る。

それに対して北半部はよく遺存しており、その北側で

幅2.0～ 2.5m、 深さ0.6mの溝を検出した。下層に黄

灰色礫混粗砂、上層に暗灰色粘土 。黄灰色泥質粘上が

堆積し、下層から庄内式甕の破片が出土した。流路 3



は深さ1.2mで 、造成土で埋め立てられていた。造成

上の下には、地山の上に茶褐色腐植質シル ト・細砂、

灰色砂混粘土、旧表土が0.35mの厚さで堆積する。発

掘区北端での底の標高は497.65mである。

第26発掘区 (39ni)発掘区は、微高地 Eの南側か

ら流路 2の北端に相当する。微高地 Eの上面には下か

ら灰色土、旧耕土、造成土、耕土が堆積し、水田造成

時の削平と撹乱を大きく受けている。微高地 E上面の

標高は501.8mで ある。微高地 Eの南端部で検出した

幅0.6m、 深さ0。 lmの素掘り溝からは中国銭と思われ

る銭貨 1枚が出土したが、銹のために銭種は不明で

ある。流路 2は発掘区北端で深さ0.6m、 底の標高は

500.9mである。底から淡褐色礫混粗砂、暗褐色腐植

質シル ト、暗灰色粘質シル ト、灰褐色土が堆積し、縄

文土器片 1点と少量の中世土器片が出土した。

第27発掘区 (50だ )発 掘区内で、流路 2が北へ少 ‐

し蛇行する地点の西肩部分を検出した。ただし、水田

造成時の削平によって周辺が大きく改変されており、

流路 2の西肩も本来はもう少し東寄 りであったと思わ

れる。出土遺物はほとんどない。

第28発掘区 (36∬ )発 掘区は微高地 Fの 中央部に

相当し、耕土の下からすぐに地山 (褐黄色・燈褐色砂

混シル ト)が現れる。その上面の標高は505.lm前後
である。茶畑造成時に大きく削平されたらしく、本来

の堆積土は全く残っていなかった。

第29発掘区 (88∬ )発 掘区は微高地 Fを南北に横
断し、流路 3の南半部、流路 4の北半部を検出した。

微高地 Fの北側では地山 (橙褐色礫混粘質シル ト)の

上に灰色土、耕土が堆積するのみであるが、南側は0。 3

m前後低くなって平坦面を形成し、そこに縄文時代遺

物包含層 (黄灰色砂混シル ト)力 堆ゞ積する。微高地 F

上面の標高は北側で506.7m、 南側で506.4m前後であ

る。

縄文時代遺物包含層を幅 lmで試掘したところ、縄

文土器と石器が集中的に出土する地点を認めた。

流路 4は近代頃の造成土で埋め立てられており、そ

の深さが lm以上に及ぶため完掘はしなかった。流路
4は第30発掘区を設けた尾根 2の北側に沿って流れる

と思われ、発掘区南端での深さは0.6m、 底の標高は

505,8mである。

第30発掘区 (81∬ )谷 筋の西奥中央に西から東へ

3-上  別所下ノ前・辻堂遺跡

延びる小さな尾根 2があり、その稜線上に沿って発掘

区を設定した。表上下には茶畑造成時の撹乱土と思わ

れる暗橙灰色シル トが堆積するのみで、すぐに地山

(暗橙色粘土)が現れる。地山上面の標高は、発掘区

西端で514.6m、 東端で509.5mである。遺構は認めら

れなかった。出土遺物は、中 。近世土器の細片がわず

かに出土しただけである。

2.試掘調査の成果

8度にわたり30箇所で試掘調査を行なった結果、調

査地内の旧地形がおよそ復原できると共に、その違い

によって遺構 。遺物の分布が大きく2つの区域に分か

れることが判明した。

調査地は、北側を起点にみて南側へ大きく続いてい

く谷筋と西側へ細く延びる谷筋に分かれている。その

起点となる位置に微高地Aが西か ら張 り出す。そし

て、微高地Aの南側には第 4発掘区の位置に微高地

B、 第 6。 7発掘区より西側に微高地 C、 第10～ 17

発掘区の位置に微高地Dがある。これらの微高地や東

西の尾根に挟まれる低地が谷部となる。また、微高地

Cと微高地Dを南北に分断するように流れる流路 1が

復原できる。

一方、西側へ延びる谷筋は、西へ上るにつれて勾配

が徐々に急になる地形となっている。その西限に近

い第29発掘区を設けた水田 (標高507.Om)ま で、水

平距離300mに対してその高低差はおよそ30mも ある。

本来、この谷筋には 3条の流路とそれに狭まれた 3つ

の微高地が存在していたことが判明した。 3条の流路

を流路 2・ 3・ 4と呼び、流路 2と流路 3に挟まれる

微高地を微高地 E、 流路 3と流路 4に挟まれる微高地

を微高地 Fとする。微高地 Eは流路 2と流路 3の合流

点で途切れ、微高地 Fは流路 3と流路 4の合流点で途

切れる。

このような地形区分にしたがって、遺構の分布を次

に検討してみよう。

微高地 A 西から延びる尾根の先端部から派生して

おり、特にその先端部は南が開けた日当たりの良好な

立地環境にある。微高地Aでは、縄文時代早期 。中期

末の遺物包含層、12～ 13世紀の溝や土坑などを検出

した。したがって、微高地Aの全域にこれらの遺構が

分布している可能性が高く、遺跡の存在をここに認め

ることができる。



第 3章 調査の方法と成果

微高地B 南から延びる低平な張り出し状の地形で

あったらしい。谷部の東側に位置するが、ここは東側

に横たわる高い山によって日差しが遮られ、日当たり

が悪い乗境にある。ここでは顕著な遺構がなく、遺物

包含層の存在も認められなかったので、遺跡はないと

判断できる。なお、現在の住居の多くが谷部の西側に

点在しているが、やはり日当たりの問題に起因した分

布の偏りと考えられるので、谷部の東側は本来的に生

活環境が良くなかったのであろう。

微高地C 尾根 1の南東側に形成された小さな段丘

状の地形に相当し、その縁辺部で縄文時代遺物包含

層、14世紀前半頃の小土坑などを確認した。微高地C

上に遺構が存在する可能性は十分にある。しかし、そ

の東端をかすめるように調査したに過ぎず、その詳細

はよくわからない。微高地Dと流路 1を隔てて近接す

るので、一連の遺跡を形成していると想定することも

できる。

微高地 D 調査地南西隅に位置する段丘状の地形

で、南西から延びる尾根の先端部に形成されている。

ここには、縄文時代早期の遺物包含層と13世紀後半～

14世紀を中心とする時期の遺構が多く分布しているこ

とが判明した。上面に水田造成時の削平が広く及んで

いるにもかかわらず、遺構が全域的に残存する。した

がって、微高地Dに 1つの遺跡が存在するのは間違い

ない。

微高地 E 西側の谷筋中央に細長く延びる低平な地

形である。縄文時代や古墳時代の遺物を少量包含する

2条の溝が認められたが、いずれも流路 2・ 3とつな

がる小規模な支流と考えられる。この他に顕著な遺構

は確認できない。

微高地 F 流路 3・ 4の間に小さく張り出すわずか

な段丘状の地形である。その西側で縄文時代遺物包含

層の一部を確認したが、東側では全く認められないの

で、それが局地的な堆積によるものか判断するのが難

しい。

流路 1 微高地 Cと微高地Dの間で確認した流路跡

である。埋土から13世紀後半～ 14世紀にかけての遺

物が多く出上している。これらは微高地D上に想定さ

れる同時期の生活遺跡に起因する遺物と考えられる。

流路 2 西側の谷筋を南端に沿って流れる。全体の

規模は不明ながら、西側の谷筋内では最も大きな流路

20

であったと考えられる。

流路 3 西側の谷筋を北端に沿って流れる。全体的

にみて、西側が深く、東へいくにつれて浅くなる。下

層に縄文時代の遺物、上層に13～ 14世紀の遺物が少

量包含されている。

流路 4 尾根 2の北側裾沿いに流れて、流路 3と合

流する。近代頃の造成上で埋め立てられており、現在

はその痕跡を全くとどめていない。

谷部 腐植土層が広域的に堆積する低湿地である。

谷底流路内にも土砂が厚く堆積するような状況は認め

られないので、激しい流水はほとんどなかったようで

ある。腐植土層内からは古墳時代の遺物が若千出土す

るものの、広域的に包含されているのは12～ 14世紀

の中世遺物である。谷部が水田化されていくのは、15

世紀以降と推測される。したがって、谷部は遺跡範囲

の中から除外して対応するのが妥当であろう。

以上の検討によって、微高地A・ Dに遺跡の存在を

確認できる。そして、微高地Dの遺跡は流路 1を介し

て微高地 Cに及んでいる可能性がある。そこで、微高

地Aの周辺を含めた北側の区域を別所下ノ前遺跡、微

高地 C・ Dと流路 1を含めた南側の区域を別所辻堂遺

跡と命名し、その範囲内で遺跡調査を実施する必要性

が生じた。また、微高地 Eで試掘調査できなかった箇

所と微高地 Fにおける遺跡有無の確認を合わせて行な
｀
うことになった。

Ⅱ.別所下ノ前遺跡の調査成果

整備工事で削平される箇所を対象として、平成15年

度にE発掘区、平成17年度にC・ D発掘区を設定し調

査した。なお、平成17年度には同じ西側の谷筋上に位

置する微高地 E・ Fで遺跡確認調査も行なっており、

それをA・ B発掘区として合わせて報告したい。各発

掘区の位置は図19に示した通りである。

1.調査の方法

耕土及び表土を重機で除去した後に、調査地全体を

基準点測量して、旧国土座標軸に沿つた lmあ るいは

2m方眼のグリッドを設定した。地区名はXoYと も

に座標値下 2桁で示し、各地区は南東隅の値で代表さ

せた。

中世の遺物包含層出土の遺物はグリッドごとに回収

したが、縄文時代の遺構や遺物包含層から出土した遺



物は、 トータルステーションで出土位置の 3次元デー

タを記録しながら取り上げた。

発掘区の平面略浪1図を1/100で作成し、遺構の位置

関係などの情報をそれに整理しながら調査を進めた。

そして、個別の遺構図は1/10あ るいは1/20、 土層図は

1/20で基本的に作成し、平面図に旧国土座標を記入し

て相対的な位置関係を復原した。

発掘区全体の平面図はヘリコプターによる航空写真

から縮尺1/50で図化しており、E発掘区では上層遺構

面と下層遺構面の 2回 に分けて航空写真撮影図化作業

を行なっている。

2.調査の概要

(1)A発掘区
A発掘区は、西側の丘陵から微高地 Fへの傾斜変換

点からやや東に下がった付近に位置する。試掘調査第

29発掘区で確認した縄文時代遺物包含層の広がりを調 ‐

査する目的で設定した。

調査の結果、微高地 Fと流路 4の北半部を検出した

-5,430

図 22 A発掘区平面図
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が、東側は水田造成時の切り土によって約 lmの段差

となる。微高地 Fの上面は流路 4に向かって緩やかに

下がっている。微高地 F北半部は地山 (橙褐色礫混粘

質シル ト)の上に灰色土、耕土が堆積するのみであ

り、その上面は水田造成時に削平されて平らである。

一方、微高地 F南半部は0.3m前後低くなる緩斜面を

形成し、そこに縄文時代遺物包含層 (黄灰色砂混シル

ト)が堆積する。微高地 F上面の標高は北側で506.7

m、 南側で506.4m前後である。縄文時代遺物包含層

からは、縄文時代中期末～後期前葉の上器と石器が出

土した。ただし、当該時期の遺構などは全く認められ

なかった。流路 4は近代頃の造成上で埋め立てられて

いる。埋め立て前の堆積土は、旧表上の下に淡黄灰

色泥質粘土が厚く堆積していた。深さ0.6～ 1,lmで、

西から東へと深くなる。

i.縄文時代遺物包含層の遺物分布

試掘および発掘調査で縄文土器22点、石器231点 の

遺物が出土した。時期不明の上器は煩雑となるため分

布図から除外した。土器分類の詳細は、後述の縄文土

器の項 (p.51～ 57)を参照されたい。

平面分布は地山上面の旧地形に投影 した (図 23。

24)。 全体的な傾向を見ると、遺物分布は発掘区中央

の谷状地形中央部に集中しており、これ以外の箇所に

はほとんど分布しないことがわかる。土器はV群のも

のばかりで、大半が中期末～後期前葉に比定されるV

群 F類で占められる。石器は地形に沿った分布をして

いることが認められるのみで、日立った傾向はない。

垂直分布は、試掘調査第29発掘区の土層断面に投影

した (図 25・ 26)。 なお投影は、土層断面図が北に対

し15° 6′ 0〃 東に振れたラインで作成されているた

め、座標値をこの角度で回転してから行なっている。

座標値の回転については、柚ノ川キ トラ遺跡での分析

同様、回転行列の数式によって行なった (奈良市教育

委員会2006)。

これをみると土器 。石器ともに層内に散在する様子

が窺え、層境に分布のピークが認められない。遺物包

含層が上下 2層ある部分もあるが、両層からVtt F類

の土器が出土しており、ともに中期末～後期前葉の 2

次堆積層と考えられる。

以上のことから、遺物分布が谷状地形の中央に集中

するのは地形の制約を受けて 2次堆積 したためであ

0            4m
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り、発掘区北西部に分布が希薄なのも後世の削平の影

響を受けたからに過ぎないと考えられる。このため、

分布は流入してきた遺物の様相を示しているに過ざ

ず、本来の活動箇所は微高地Fのさらに上方にあった

のではないだろうか。そして、その遺跡の時期は縄文

時代中期末～後期前葉と考えるのが妥当だろう。

(2)B発掘区
試掘調査第25発掘区で古墳時代初頭頃の清を検出し

たため、その西側に位置する一段高い畑地に関連する

遺跡がないかどうが試掘調査を行なった。その結果、

縄文時代遺物包含層の存在を確認したため、調査範囲

を広げてB発掘区を設けた。

B発掘区の西北端で流路 4の南東部を検出したこと

から、B発掘区は流路 4の南側に西から延びる細い尾

根の先端部に相当すると想定できる。B発掘区西半部

はその頂部にあたるが、畑地造成によって削平されて

おり、耕上の直下が地山である。また南東～北東部に

かけては、地山が大きく削 り取 られて高さ1.0～ 1,7

mの 断崖状となっている。地山上面の標高は西端で

501.95m、 東端で501.Om前後である。縄文時代遺物

包含層 (黄橙色シル ト)は、南東へ下がる尾根斜面が

遺存した東半部で確認した。厚さ0.3mほ どで、地山

直上に堆積する。縄文時代早期中葉の穂谷式上器と石

器が出土した。また、縄文時代遺物包含層の直上で古

墳時代前～中期の上師器・須恵器が局所的に少量出土

した。ただし、縄文時代および古墳時代の遺構は全く

認められなかった。

流路 4は、A発掘区と同様に近代頃の造成土で埋め

立てられている。埋め立て前は、旧表土の下に黄灰色

粘質シル トあるいは黄灰色粘上が厚く堆積していた。

i.縄文時代遺物包含層の遺物分布

縄文土器 2点、石器31点の遺物が出土しているが、

概して分析には点数が少なすぎる。土器分類の詳細

は、後述の縄文土器の項 (p.51～ 57)を参照されたい。

平面分布は地山上面の旧地形に投影 した (図 28)。

先述のように、発掘区西半や南東～北東部は後世の大

幅な削平を受けているため、縄文時代遺物包含層が遺

存 しない。遺物分布は概ね この包含層の遺存範囲に

従つて散漫に分布し、これといった特徴はない。土器

には穂谷式 (早期中葉)に比定される I tt Fl類 があ

るものの、分析には点数不足である。

垂直分布は、試掘調査の上層断面図に投影した (図

図 27 B発掘区平面図 (1/200)



土器

◇ IttFl類

石器

▲ 石鏃
▲石匙
■ 楔形石器
△剥片
△枠片

図 28 B発掘区 縄文土器・石器平面分布図
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(1/200)

土器

◇ IttFl類

石器

△剥片
△砕片

□ 縄文時代遺物包含層

生
図29 ABラインより±3m間出土縄文土器 。石器垂直分布図 (ABライン土層図に投影)
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29)。 なお投影は土層断面図が西に対し32° 21/54〃

北に振れたラインで作成されているため、座標値をこ

の角度で回転してから行なっている。

垂直分布をみると、遺物包含層内には I ttFl類の

土器と石器剥片・砕片が1点ずつあるのみである。こ

のため詳細は不明だが、いずれの遺物も層境から遊離

して分布するため 2次堆積と考えられる。遺物量が少

なすぎるため判然としないが、地形から推狽Iすると、

遺物は削平を受けた発掘区西半、ないし発掘区外の南

西方向から流入してきたと考えられる。このため微高

地Eに縄文時代早期中葉の活動箇所があつた可能性が

ある。

(3)C発掘区
C発掘区は、西側の丘陵から微高地Aへの傾斜変

換点付近に位置する。試掘調査第20発掘区で確認した

縄文時代遺物包含層の調査を目的として設定した。な

お、第20発掘区東半部が位置する水田は整備工事によ

る削平を受けないため、本調査を行なっていない。

発掘区西端は丘陵裾部にあたり、耕土直下が地山で

ある。その標高は概ね482.6mで ある。そこから南東

へ向かって緩斜面が始まり、微高地Aを形成する。微

高地A上には耕土下に間層 (灰色土・淡灰色土・淡黄

灰色砂質土)を挟んで縄文時代遺物包含層 (黄灰色シ

ルト)が堆積する。その厚さは南東へ向かつて徐々に

増し、発掘区南東端では0,4mと なる。縄文時代遺物

包含層からは、早期中葉・早期末～前期初頭・中期末

～後期前葉・晩期前半の上器と石器が出土した。また、

縄文時代遺物包含層の直上からは滑石製勾玉 1点が出

土している。

以下、主要な検出遺構と遺物分布について概述する。

i.中世の遺構

土坑 1基と微高地A北の谷部へと流れる 2条の流路

跡を検出した。北側の流路を S D01、 南側の流路をS

D02と呼ぶ。

S K01 南北2.45m、 東西1,7mの 平面精円形を呈

し、深さ1.2mの 土坑である。縄文時代遺物包含層上

面から掘り込まれており、黄灰色系のシル トが土坑内

の壁に沿つて堆積した後、炭混じりの暗灰色系シル ト

が堆積 して埋没している。堆積土層か ら長期間にわ

たって徐々に埋まった過程を観察できる。横断面形は

ほぼV字形を呈するものの、東壁が垂直に近い角度で

あるのに対して、西壁は約50° の角度がつくという特

徴が認められる。このような特徴からみて、 S K01は

落とし穴である可能性が考えられる。ただし、底面の

基盤層が泥質で状態が悪かったためか、逆茂木などの

痕跡は検出できなかった。出土遺物は、石器剥片が埋

土から少量出上しただけである。埋土中に含まれる炭

の放射性炭素年代沢I定によってcalADl,040～ 1,260
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年の暦年代値が得 られたため、11～ 13世紀頃に埋没

したと思われる。

S D01 南半部を検出したに過ぎず、深さは0.4m

以上で南西から北東へと深くなる。

S D02 幅1.8～ 2.6m、 深さ0.3～ 1,Omで、南西

から北東へと深くなる。下層に堆積する黄掲色粗砂・

礫層から土師器皿・羽釜小片が出土しており、15世紀

頃には流水があったものとみられる。層位的にみて、

近世以降に埋め立てられたのだろう。

ii.縄文時代の遺構

微高地 Aの地山上面で土坑 1基 を検出した。なお、

他にも大小の凹みを検出したが、そのほとんどは不整

形で木根などの痕跡ではないかと思われる。

S K02 南北1.84m、 東西2.15mの平面精円形を呈

し、深さ0.5mの土坑である。埋土から石器が少量出

土したに過ぎない。

iii.縄文時代遺物包含層の遺物分布

試掘調査第20発掘区および C発掘区で、縄文土器

168点、石器520点 の縄文時代遺物が出土した。これら

の遺物分布を遺構平面図や断面図に投影する。なお、

時期不明の上器は、煩雑 となるため分布図か ら除外

した。土器分類の詳細は、後述の縄文土器の項 (p.51

～ 57)を参照されたい。

平面分布は、 C発掘区ならびに第20発掘区の地山上

面の旧地形に投影した (図 32)。 全体的な傾向を見る

と、 C発掘区南半に分布するものと、 C発掘区東端

から第20発掘区にかけて分布する 2つのグループがあ

る。このうち土器の分布を見ると、 C発掘区内では発

掘区中央の小さな谷状地形にⅢ群 E3類 a種の集中が

あり、発掘区東端で第20発掘区と重なる部分には、V

群 F類の集中がある。第20発掘区内では、Ⅲ群 EⅢ 2、

Ⅲ群 F類、およびVtt F類の散漫な分布があり、 C発

掘区中央のⅢ群 E3類 a種の集中箇所付近にはⅥ群が 1

点ある。このうちⅢ群 E3類 a種の集中は同一個体で

構成されている。石器は型式による分布を追えない

が、 C発掘区南半の分布は谷状地形とその下に広がる

平地に沿って分布しており、明らかに地形に沿った分

布の様相を呈している。

垂直分布 (図33～ 36)で これらをみると、 C発掘

区中央のⅢ群 E3類 a種の集中は、地山上面付近に分

布のピークがあることから、地山上面を遺構面とする

熱
　

一

0                  1〕

0                   1■n

4 黒灰色炭層

5 炭混じり暗黄褐灰色シル ト

6 炭混じり暗灰色シル ト

7 黄灰褐色シル ト

8 暗灰色シル トブロック混じり暗黄灰色シル ト
9 暗責灰色シル ト

10 黄茶灰色粘質シル ト

灰色砂質ンル ト

淡黄灰色砂質シル ト

淡黄灰色シル ト

■ 灰色土混じり黄灰色シル ト
12 淡黄灰色シル ト
13 黄灰色シル ト

14 4・ 5層 ブロック混合土

ヤ

＼ぶ十・・卜∞Ｎ豆的

図 31 S K 01・ 02平面 。断面図
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図 32 第 20。 C発掘区 縄文土器・石器平面分布図 (1/200)
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(X=-149,015mライン土層図に投影 )

区 33 X=-149,009～ -149,012m間 縄文土器垂直分布図 (第 20発掘区北壁土層図に投影 )

□ Ⅲ群E3類 a種
▲ Ⅲ群 F類
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▲石鏃
口後器
◆削器
△加工痕有剥片
◇使用療有剥庁
盗剥片
△枠片

図es X=-14傷 009～ -1.49,012m聞 石器垂自分布図 (鶏 -20舞掘区北璧土層図に投影)

αう熱

30

図36 X=-149,014～ -149,016mFHll石器垂自分布図 (X=-1ィ駐 01.5mライン上唐図に投影)



遺物分布のようにもみえる。ただし分布図には表れな

いが、同一層からはⅥ群の上器も出土しており、石器

分布でもピークといえるほどのものがない。Ⅵ群の土

器が混入である可能性もあるが、平面的にも谷状地形

に制約された分布を示すことから、 2次堆積の可能性

が高いと考えられる。

また第20発掘区の土層断面図に投影 した垂直分布

(図33)では、縄文時代遺物包含層内にVtt F類やⅢ

群の土器が散漫に分布する様子が窺え、明らかな 2次

堆積と考えられる。石器分布 (図35)は、縄文時代遺

物包含層上面に分布のピークがあるが、これは中世遺

構面であるため原位置を保っているとは言い難い。他

の層境には分布のピークがないことから、石器もまた

2次堆積の可能性が高い。

以上のことから、当発掘区で確実に原位置を保って

いるといえる遺物はない。平面的な遺物分布が地形に ‐

左右された広がりを見せることから、遺物は上方に当

たる北西方向から流れ込んだと考えるべきだろう。た

だし同一個体の集中があることから、遺物はさほど原

位置を遠く離れていない可能性もある。縄文時代遺物

包含層は早期末～前期初頭、中期末～後期前葉、晩期

中葉の土器を包含するが、晩期中葉は 1点のみで、中

期末～後期前葉が2/3を 占める。こうした傾向は、あ

る程度当時の様相を反映しているのかもしれない。

なお、微高地Aにおける遺跡の広がりはDoE発 掘
区の成果と併せて考える必要がある。当発掘区で確認

した遺物分布が微高地Aで どんな意味を持つのか、以

下の各発掘区の成果をもとに再度考えることとする。

(4)D発掘区
D発掘区は、微高地Aの中央部に位置する。試掘調

査第18発掘区で確認した中世遺構の調査を目的として

設定した。

発掘区西北部が一番高く、その上面と北端は水田造

成時に削平を受けている。耕上の直下が地山であり、

その標高は477.17mである。そこから南 。東へと緩傾

斜地が続き、発掘区南西隅において流路 2の一部を検

出した。緩傾斜地の堆積土層は、耕土の下に淡灰色土、

淡褐灰色土、灰色土、灰褐色土、炭混暗灰色シル ト (12

世紀の遺物包含層 )、 縄文時代遺物包含層と続いて大

型礫を含む灰白色砂質シル トの地山となる。地山の標

高は南端で476.3～ 476.5m。 なお、縄文時代遺物包

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

含層は上中下 3層あり、上から黄色シル ト、淡黄灰色

シル ト、淡灰色砂質シル トとなる。中世遺構面 (黄色

シル ト上面)の下に縄文時代遺物包含層と縄文時代遺

構面 (淡灰色砂質シル トないし地山上面)が存在する

ことを確認したため、この 2面において遺構調査をお

こなった。

縄文時代遺構面で石敷炉 1基と旧流路 2の一部、中

世遺構面で掘立柱建物 1棟、掘立柱列 1条、清 1条、

土坑数基、流路 2の一部などを検出した。なお、旧流

路 2は発掘区南半全体にわたるため、掘削は北岸側

の一部にとどめた。また、縄文時代遺物包含層上

面にめ り込むようにして X=-149,016.15。 Y=―
5142.25の 地点で土師器直 日壺 (図88-1)、 X=―
149,012.60・ Y=-5,154。 90の地点で土師器高杯 (図

882)が 単独で出土した。

以下に、主要な検出遺構と縄文時代遺物包含層の遺

物分布について概述する。

i。 中世の遺構

S B01 桁行 3間 (6.6m)、 梁間 2間 (4.lm)の

南北棟総柱建物である。柱間は柱筋によって若千異

同があるものの、桁行は西側柱列で北から2.1・ 2.3・

2.2m、 梁間は北側柱列で西か ら2.0。 2.lmで ある。

柱穴の深さは0.1～ 0.4mで揃わない。部分的に遺存

した柱痕跡から柱の直径は0.08～ 0。 lmほ どであった

とみられる。 2つの柱穴で花聞岩礫を底に置く根石が

認められたが、その中には焼石の利用もあった。柱穴

埋土から12世紀頃の土器小片が出土した。

S A01 S B01の 南側2.6mの位置にある東西方向

の柱列である。東西 3間 (7.lm)で、柱間は西から

2.3・ 2.2・ 2.6mである。柱穴の深さは0.1～ 0.2mで、

西から3つめの柱穴には花聞岩礫の焼石を使用した根

石が認められた。

S K03 S B01の 北東で検出した南北1.57m、 東西

1.63mの平面円形土坑で、深さ0.2mである。埋土か

ら花蘭岩礫と共に12世紀の上師器 。瓦器が出土した。

S D03 S B01の東側にほぼ沿って掘削された南北

清で、S K03の南東部に接続する。長さ10。 2m、 幅0.3

m、 深さ0.2mである。 S K03と の重複関係は認めら

れず、それとの接続部からは12世紀の上師器皿がまと

まって出土した。
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図 37 D・ E発掘区上層遺構面平面図 (1/400)
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図 38 D・ E発掘区下層遺構面平面図 (1/400)
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E]焼土+炭

□ 焼土

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

S X01 多量の炭を混じえる暗黄灰色上の広がりと

して当初認識した遺構で、暗黄灰色上下の床面は焼け

て赤変している。南北2.83m、 東西1.6mの 不整形を

呈し、深さは0.05mほ どしか残っていない。床面には

若子の凹凸があり、西側が約0.05m低 くなるものの、

ほぼ平坦である。炭窯であった可能性もあるが、判然

としない。暗黄灰色土か らの出土遺物はほとんどな

かったが、灰褐色土の上から構築されているので、12

世紀以降の遺構と推測できる。

流路 2 発掘区南西隅でその一部を検出した。北側

肩部を8.5m分確認したが、南側肩部は未確認である。

深さ0。 2～ 0,3mで、底から12世紀の遺物が出土して

いる。

ii.縄文時代の遺構

中世遺構面の調査中において、微高地A下層に縄文

時代遺物包含層が存在することが明らかとなった。そ

のため、北側の一部でこの包含層を試掘し、その深さ

や包含される遺物の時期・量、遺構面の有無などを調

査した。その結果、縄文時代遺物包含層は大きく3層

に分かれることが判明した。上層 (黄色シル ト)か ら

は縄文時代早期・中～後期の上器が多数出土し、異な

る時期の遺物が 2次堆積している状況が認められた。

一方、中層 (淡黄灰色シル ト)・ 下層 (淡灰色砂質シ

ル ト)か らは遺物が少量出土したにとどまるが、下層

上面で神宮寺式 (新段階)の土器がまとまって出土し

ており注目される。下層の下は旧微高地Aの地山面で

あるが、下層上面や地山上面には旧表土と考えられる

暗灰色砂質シル トが一部で認められ、これが縄文時代

遺構面と考えられる。遺構面は北西から南東へと下る

緩斜面地で、発掘区北半部にのみ遺存した。発掘区南

半部には旧流路 2が広がる。なお、旧微高地Aの南端

に沿つて E発掘区から続くS D08の堆積層が認められ

たが、旧流路 2の堆積層によって南側が削 られてお

り、その幅は不明である。

石敷炉 (図42)縄文時代遺構面において石敷炉 1

基を検出した。旧流路 2の肩部から北へ1.5mの地点

に単独で存在する。南北8.lm、 東西7.4m、 深さ0。 16

mの丸い凹みを地面に掘 り、その中に石をすり鉢状に

並べて炉壁をつくる。石の並べ方をみると、中央の底

に台形の石を平らに置き、斜めに立ち上がる壁には東

側を除いて放射状に石を並べている。石と石の間に三

か

脚
型

5 灰褐色土 6 淡灰褐色土

/

暗黄灰色土中灰

L Hi4772m

1 暗黄灰色±  2 炭混じり灰色シル ト・粘±  3 炭・焼土混じり淡灰色シル ト

L H,4772m

図 40 S K 03・ S X 01平面図・断面図 (1/25)
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―

149,OH

L Hi47720m

図 41 S A 01平面図・断面図 (1/50)

角形の石を充填しているところもみられる。谷側とな

る東側では石を横方向に並べているが、これは焚日の

方向を意図しているのかも知れない。炉跡の中には黒

色の炭層と火を受けた多量の礫が堆積していた。周囲

から住居跡が見つかつておらず、屋外に設けられた調

理場の炉跡ではないかと思われる。炉跡から遺物が出

土していないため、つくられた時期は確定できない。

ただし、炉跡の南東約 6mの地点で遺構面直上から神

宮寺式上器片がまとまって出土しており、周辺での類

例からみても縄文時代早期の遺構と考えて大過ないだ

ろう。なお第 4章で報告するが、炉跡内部に堆積した

炭層の放射性炭素年代測定を行なった結果、calB C

8,800～ 8,620年の暦年代値が得られている。

S D08は今回出土土器がないが、重複関係から縄文

時代遺物包含層上層より古く、中層より新しい。

旧流路 2は重複関係から縄文時代遺物包含層上層よ

り新しく、埋土からVtt F類の上器が出土しているこ

とから、中期末～後期初頭以降の堆積と考えられる。

i市 .縄文時代遺物包含層の遺物分布

試掘調査および本調査で、縄文土器380点、石器769

点の縄文時代遺物が出土しており、これらの遺物分布

を遺構平面図や断面図に投影した。なお、時期不明の

土器は、煩雑となるため分布図から除外している。土

器分類の詳細は、後述の縄文土器の項 (p.51～ 57)

を参照されたい。

平面分布は、北半の縄文時代遺構面と南半の中世

遺構面を合成した平面図を作成して投影した (図43・

44)。 これを見ると土器には、ある程度の集中を持つ

I・ Ⅲ群 と、散漫な分布を呈するⅡ・V群 という 2

つの様相を見ることができる。ただし、 I群では同

一個体と見られる土器がまとまって出土しているのに

対し、Ⅲ群は複数の土器が等高線に沿つて大きく広が

り、傾斜変換点付近に集中する傾向がみられる。この

36

ことから両者の性格は分けて考えるべきであろう。ま

た石器は、土器と分布傾向がよく似ていることから、

土器と同じ成因によって分布している可能性が高い。

石鏃については石敷炉の東側、おもに I群の上器が分

布する範囲に多く見 られる。

垂直分布 (図45～ 48)は、Y=-5,140mライン、

およびX=-149,003,7mラ イン土層図に投影して検

討したが、これを見ると、下層上面に I ttB2類 c種

(神宮寺式新段階)が分布のピークを持つ様子が確認

できる (図 45)。 このことから下層上面をこの時期の

遺構面と認定できる。また IttB 2類 c種の集中は同

一個体で構成されることか ら、遺物はほぼ原位置を

保っている可能性が高い。なお下層中からも若干 I群

B2類 c種が出上しているが、量的に落ち込みと考え

て差し支えないレベルである。

中層は包含される遺物が少ないが、 IttD 4・ 6類
卜
(「山芦屋期」～黄島式)が出上していることから早期

前葉～中葉の堆積と考えられる。いずれも層境に分布

のピークも持たず、層内に浮動して分布することから

2次堆積層である可能性が高い。

上層はⅢ群、V群の多数の縄文土器を包含するが、

中層同様、分布が浮動と混在の様相を呈することから

土器が原位置を遊離していることは明らかである。Ⅲ

群の土器は平面分布である程度の広がりと集中を見る

ことができたが、やはり中期末～後期前葉以降の 2次

堆積の可能性が高い。

以上のことから、下層上面で検出した IttB 2類 c

種以外の遺物は、ほぼすべて 2次堆積と考えられる。

下層遺構面に石敷炉があることか ら、本来は神宮寺

式 (新段階)の時期の遺物の広がりがあったと思われ

るが、早期前葉～中葉以降の堆積によって流出してし

まったと考えられる。石敷炉の東側に分布する早期の

土器や石器は、もともと石敷炉周辺やその上方にあた
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黒色炭層

炭混じり暗黄灰色シル ト

図 42 石敷炉平面図 (上 :検出状態、下 :完掘状態)・ 断面図 (1/10)
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群 B2類 a種

群 B2類 c種
群D3類
群D4類
群D6類
群Al類

群A2類

群D2類

▲ 石鏃
▲ 石匙

■ 楔形石器
◆ 肖」器
□ 石核
△ 加工痕有剥片
◇ 使用痕有剰片
△ 剥片
△ 砕片
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□
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Ⅲ群 El類
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Ⅲ群E2類
Ⅲ群E3類 a種
Ⅲ群E3類 b種
Ⅲ群F類
Vtt B2類
VttB3類

Vtt Cl類
VttC2類
VttD類
VttE類
Vtt F類

▲

△

〇

〇

●

図 43 D発掘区 縄文土器平面分布図 (1/300)

汗

図 44 D発掘区 石器平面分布図 (1/300)
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3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

回  縄文時代遺物包含層上層

回  縄来時代勘 包含唐■層

回 縄文時代遺物包含層下層

回  旧琉溶2埋土

□  Sう Oa埋土

■149.098

図45 Y=-5,139.5～ 一.5,140,5五間縄文土器垂直分布図 (Y=-5,140mライン土層図に投影)

Li H,47■ Om

□ I ttB顔 o種
△ I群 D3類
△ IttD嫌
本 1群D嫌
OⅡ群F壊
◇ HttD顔

`権■ IIlttEl類

口 IIIttE'類
□ IllttE9類 a種
△ IIIttF類

口 VttB'類
▲ VttCl類
● VttFI類

図 46 X=-148,99917～ -149,004.7m間縄文土器垂直分布図 (Y=-149,003.7mラ イン土層―図に投影)

39



第 3章 調査の方法と成果

-149,012

L H,476 0m

と三__�ヤー十
~

□  縄文時代進物包含層上層

回  縄文時代遺物包合層中層

□  縄文時代遺物包含層下層

□  旧流路 2埋土

回  S D08埋土

-140,098-149,002

回  縄文時代遺物包含層上層

回  縄文時代遺物包含層中層

回  縄文時代遺物包含層下層

□  旧流路 2埋土

□  S D01埋土

図47 Y=-5,139,5～ -5,140.5m間 石器垂直分布図 (Y一 -5,140mラ イン土層図に投影)

-5,146

L.■ ,477 0m

▲石鏃
◆ 肖」器
□石核
△刑工痕有剥片
◇使用痕有剥片
△剥片
△砕片

図 48 X=―

-149,004

L Hi477 0m
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148,999.7～ 149,004.7m間石器垂直分布図 (Y=-149,003.7mラ イン土層図に投影)一



る北西側で使用されていたものではないだろうか。中

期末～後期初頭の遺物に関しては、この時期の遺構が

ないため判然としないが、やはり地形的に上方に当た

る北西方向から流入したと考えるのが妥当だろう。

(5)E発掘区
E発掘区は、微高地Aの東側先端部に位置し、もと

もと南西から北東へ向かう緩傾斜地を形成していたと

考えられる。現状では、水田造成によって概ね上下 2

段に削平されている。

基本的な層序は、水田耕土以下、水田造成上、中世

遺物包含層 (灰色シルト)、 縄文時代遺物包含層、地

山 (黄灰色砂礫)となるが、削平の著しい発掘区の北

部や中央部、中南部では、水田造成土の直下で地山と

なり、遺物包含層が残存しない。縄文時代遺物包含層

は基本的に 5層あり、上から第 1層 :黄灰色シル ト、

第 2層 :暗灰色シル ト、第 3層 :黄灰色砂質シル ト、、

第 4層 :暗灰色砂質シルト、第 5層 :暗灰色礫混シル

トである。第 1層 に縄文時代早期後葉の条痕文系土

器、第 2～ 4層に縄文時代早期前葉の押型文土器が包

含されていると考えられる。第 5層からは石器のみが

出土し、土器は出土しなかった。縄文時代遺物包含層

は、基本的に発掘区の西中央部で第1～ 5層、東部で

第1層 を確認した。以下、第 1層を縄文時代遺物包含

層上層、第 2～ 4層を縄文時代遺物包含層中層、第 5

層を縄文時代遺物包含層下層とする。

遺構面は、中。近世の遺構を確認した縄文時代遺物

包含層第 1層上面および地山面 (標高474.6～ 474.5

m、 474.0～ 473.5m)、 縄文時代の遺構を検出した

縄文時代遺物包含層第 2層上面および地山面 (標高

474.6～ 473.9m、 474.0～ 473.4m)の 2面である。

前者を上層遺構面、後者を下層遺構面とする。

検出遺構には、縄文時代の流路や土坑、および中・

近世の掘立柱建物、流路、濤、土坑がある。以下に、

主な遺構の概要と縄文時代遺物包含層の遺物分布につ

いて述べる。

i.中・近世の遺構

上層遺構面で検出した掘立柱建物 4棟、溝 4条、炭

窯 1基、土坑 3基、焼土坑 3基などがある。

S B02 発掘区西中央部で検出した桁行3間 (5,4

m)、 梁間2間 (3.6m)の東西棟建物で、北側に廂を

設ける。廂の出は0。 9mである。建物主軸は、東で南

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

に振れる。

S B03 発掘区西中央部で検出した桁行3間 (5.4

m)、 梁間2間 (4.5m)の東西棟建物である。建物主

軸は、東で南に振れる。

S B04 発掘区西中央部で検出した東西2間 (3.0

m)、 南北2間 (3.Om)の 建物である。建物主軸は、

ほぼ正方位を示す。

S B05 発掘区の北西部で検出した桁行 3間 (6.6

m)、 梁間2間 (3.Om)の東西棟建物で、建物内部東

側に問仕切の柱穴がある。建物主軸は、東で若干南に

振れる。

これらの建物の柱穴埋土から12世紀頃の土器片が出

土 してお り、その頃の建物である可能性が高い。ま

た、重複関係から少なくとも 2時期の変遷が考えられ

る。

S D04 発掘区北東部で検出した S D08と一部重複

する流路である。幅約 1.Om、 深さ約0.2mで、南西か

ら北東方向へ流れる。南西側でシル ト・細砂 。粗砂

が互層に堆積する。埋土から、12世紀の上器が出土し

た。

S D05 発掘区北東部で検出した南南西から北北東

に流れる溝である。幅約1.5～ 2.Om、 深さ約0.3m。

埋土から12世紀前半～ 13世紀中葉の土器が出土した。

S D06 発掘区西中央部で検出した北からやや屈曲

して南東に流れる溝である。幅約0.4～ 2.5m、 深さ

約0.2～ 0,5m。 後世の削平が著 しく、発掘区北西部

で消失する。埋土から13世紀の土器が出土した。

S D07 発掘区南東部で検出した南南西から北北東

に流れる溝である。幅約 1。 6～ 3.Om、 深さ約0.2～

1,4m。 北端で礫層に突き当たり、東へ大きく屈曲す

る。後世の削平が著しく、発掘区の南端で消失する。

埋土から12世紀の上器とともに板材が出上した。

炭窯 南北約0.8m、 東西約0.58mの 精円形掘形内
に構築された小型の炭窯と考えられる。地形にあわせ

て、南東に焚日、北西に煙出しを設ける。炭窯の規模

は、全長0.65m、 焼成部幅0。 4m、 焚日部幅0.23mで、

床面はほぼ平坦である。高さ0.05m分が遺存したのみ

で、上部の構造はわからない。焼成部床面から木炭が

出土した以外は、出土遺物はなかった。時期不明なが

ら、構造的にみて近世以降の炭窯と考えられる。
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図 49 S B 02平面図・断面図 (1/50)



3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

図 50 S B 03平面図・断面図 (1/50)
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S K04 直径約 1.3m、 深さ約0.lmの 円形掘形内に

曲物を据え置いた土坑である。曲物は、直径 102cm、

高さ 4 cmで、腐朽して遺存状態が悪い。曲物内部に堆

積する灰色砂土からガラス片が出土し、近代以降に構

築された遺構と考えられる。

S K05 南北約2.5m、 東西約1.5m、 深さ約0。 75m

の不整形土坑である。埋土は砂層で、南端部の底近く

から12世紀の上師器皿・羽釜片がまとまって出上した。

湧水があり、北端で接続する S D04はその排水滞とし

て機能したと考えられる。

S K06 南北約 2m、 東西約1.5m、 深さ約0.2mの

隅丸方形土坑である。埋土から13世紀中～後葉頃の土

器片が出上した。

S K07 南北約0.6m、 東西約0.55m、 深さ約0.03

Ｆ
　
Ｗ
Ｆ

卜
『
枷

〇
〇
ヨ

し H,47500m
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図 51 S B 04平面図・断面図 (1/60)、 S B 05平面図・断面図 (1/50)

L牡47500m
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-5,110

□ 焼土

1 黄灰色シル ト混じり暗灰色土

2 黄灰色シル ト

3 暗灰色土ブロック・黄灰色シル トブロック混合土

4 炭混じり黄黒灰色シル ト

5 黒色炭層

6 炭混じり暗灰褐色土

7 焼土混じり黄赤褐色シル ト

8 赤褐色焼土

9 炭混じり暗灰色土

10 灰色土

11 暗黄色粘土

12 明灰色土

13 黄褐色シル トプロック混じり明灰色土

14 灰色砂土

-5.126

L Hi4758m

lm

・５／

0                                        1m

(1/20)、 S K 06平面図・断面図 (1/40)図 52 S K 04,07・ 08・ 09、 炭窯平面図・断面図
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mの不整形焼土坑である。壁面の一部が焼けて赤変

し、内部には黒色炭層が堆積する。

S K08・ 09 隣接して構築された 2基の焼土坑であ

る。 S K08は南北0.87m、 東西0,83m、 深さ0.12m、

S K09は南北0.83m、 東西0。 66m、 深さ0.04mで 、い

ずれも不整形を呈する。壁面の一部が焼けて赤変し、

内部に黒色炭層が堆積する点で、 S K07と 共通する。

なお、 S K09内部に堆積した炭化物を放射性炭素年代

測定した結果、calADl,005～ 1,185年の暦年代値が

得られた。

ii.縄文時代の遺構

下層遺構面で検出した流路 2条、土坑 1基などがあ

る。その他、多数の土坑状の凹みを検出した。いずれ

も不整形な平面形を呈し、縄文時代遺物包含層第 1層

で埋まっている。平面形や埋土の堆積状態から風倒木

痕である可能性が高い。

S D08 幅2.5～ 4.Om、 深さ0。 8～ 1.Omの南西か

ら北東に流れる流路。縄文時代遺物包含層中層上面で

確認した。流路内の堆積は、シル トと砂礫の互層に

よつて形成され、試掘調査第 1発掘区では良好な黄島

式土器が出土している。遺物分布の項で詳述するが、

縄文時代早期前葉～末 。中期末～後期前葉の遺物が出

土していることから、中期末～後期前葉の流路と考え

られる。

S D09 幅1.5～ 3.Om、 深さ0.1～ 0.2mの西から

東へ流れる流路。地山上面でその一部を検出した。埋

土は淡黄褐色粗砂で、石器剥片が出上している。縄文

時代遺物包含層中・下層より層位的に古く、縄文時代

早期前葉以前のものと考えられる。

N  _148,995

2  L Hi4750m

S K10 長軸約2.5m、 短軸約1.5m、 深さ約0.6m

の平面不整形を呈する土坑。縄文時代遺物包含層第中

層上面にて検出した。埋土から縄文時代早期後葉の上

器、石器が出上している。埋土は、縄文時代遺物包含

層上層と同じく黄色シルトである。

iii.縄文時代遺物包含層の遺物分布

試掘および本調査で、縄文土器438点、石器714点の

縄文時代遺物が出上している。これらの遺物分布を遺

構平面図や断面図に投影した。なお、時期不明の土器

は、煩雑となるため分布図から除外している。土器分

類の詳細は、後述の縄文土器の項 (p.51～ 57)を参

照されたい。石材別分布については、遺構や遺物包含

層から出土したサヌカイ ト製以外の石器が、敲石と

チャート製剥片 1点のみであるため示していない。た

だし、旧石器時代の角錐状石器は別途示した。

平面分布を下層遺構面の地形図に投影した (図 54・

55)。 先述のように、旧地形は後世の水田造成によっ

て上下 2段に削平されている。このため、削平の著し

い段差下の平坦面では遺物包含層自体がなく、遺物分

布が希薄となっている。出上した遺物には、早期中棄

～前期初頭、中期末～後期前葉のものがあり、土器に

ついては、いくつかの型式で分布の集中が見られる。

これらには IttB 2類 a・ b種 (神宮寺式新段階)、 I

群D5類 a種 (黄島式)、 Ⅲ群Bl類 (天神山式併行)、
Ⅲ群El・ 2類 (早期末前期初頭)があるが、いずれも

同一個体のまとまりである。これ以外の型式の上器に

ついては、集中がなく、時期的にも傾向がつかめない。

石器についても、量的な違いはあるが土器と全体的な

分布傾向が似通っている。このことから石器も、土器

炭混黄灰褐色土 (中世)

灰責色粘質シル ト

黄色シル ト

灰黄色シル ト

暗灰褐色礫混シル ト

淡青黄色シル ト・暗灰色シル ト混合土

灰黄色シル ト・暗灰色シル ト混合土

黒灰色シル ト

灰色砂礫

10 淡黄灰色砂礫
11 淡黄自色細砂・粗砂の互層
12 淡黄褐色細砂
13 暗灰色ンル ト
14 灰黄色砂混シル ト
15 暗灰色シル トブロック混黄灰色シル ト
16 責灰色礫混シル ト
17 黄灰色シル ト混暗灰色シル ト
18 淡灰色細砂 (SD09)

縄文時代遺物包含層断面図

19 暗灰色ンル ト混黄灰色シル ト
20 暗黄灰色礫混シル ト
21 明責灰色砂
22 黄灰色礫混粗砂
23 淡黄褐色細砂
24 淡黄褐色喋混粗砂 (SD09)
25 暗灰色礫混シル ト
26 黄灰色シル ト混砂礫
※SD08埋 土=4～ 13層
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図 53 E発掘区



図 54 E発掘区 縄文土器平面分布図 (1/400)
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図 55 E発掘区 石器平面分布図 (1/400)
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-148,995

-149,995

縄文土器  回 I ttB2類 a種    石器
口 I群 B2類 b種
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図56 Y=-5,H3～ -5,118m間縄文土器垂直分布図 (Y=-5,H5mラ イン土層図に投影)(上段)
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48

図 57 X=-149,898～ -149,898m間 縄文土器垂直分布図 (X=-149,896mライン上層図に投影)



a-1 1別所下′前・辻堂遼跡

-149,005 ‐14つⅢ919

縄文時代遺物包含層上層

縄文時代進物包含層中層

縄文時代遺物包含層下層

S D08埋土

S D1094土

つ

0

Y=-5,113～ -5,118n間石器垂直分布図 (Y=-5,115mライン土.層1図に投影)(下段)

□
□
□
□
□

O    α5m

図58 X=-149,898～ -149,898m聞 石器垂直分布図 (X=-14乳 896mライン土1層図に投影)
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と同じ成因によって分布している可能性が高いと考え

られる。

Y=-5,115mラ イン上層図に投影した垂直分布を

見ると (図 56)、 縄文時代遺物包含層上層に IttB 2

類 b種 (神宮寺式新段階)の集中、および中層に I群

B2類 a種 (神宮寺式新段階)の集中を見ることがで

きる。上層には他に、Ⅲ群 El・ 2・ F類といった早

期末～前期初頭の土器が含まれるが、 IttB 2類 a・

b種の時期関係を層位的に確認できた意義は大きい。

石器分布では量的な差として上層とそれ以外の層を区

別できる。石鏃については遺物の項にて後述するが、

上層出土のものに早期～前期的な様相が比較的多く見

られ、中層出上のものに早期的な様相を見ることがで

きる。下層出土の石器は、この投影図には表れないが、

砕片 1点が出土したのみであり、中層より層位的に古

い S D09も、使用痕有剥片と剥片があるのみで詳細は

不明である。

次にX=-149,896mライン土層図に投影した垂直

分布 (図57)を見ると、 S D08か らは、 IttD 5類 a

種 (黄島式)の他に早期末の底部Ⅲ類と、中期末～後

期前葉のVtt F類が出土していることがわかる。底部

Ⅲ類、Vtt F類は僅少のため混入の可能性も残るが、

S D08底面からVttF類が出土していることから、上

層からの落ち込みではないと考えた。また、縄文時代

遺物包含層上層か らは I ttD5類 a種の他に、Ⅲ群 B

l・ F類、VttF類が出土している。いずれの土器も

層内に浮動し、層境に分布のピークを持たない。この

傾向は石器においても同様である。

以上のことから、 S D08は 中期末～後期前葉、縄文

時代遺物包含層中層は早期前葉の神官寺式 (新段階)、

上層は中期末～後期前葉の堆積であり、遺物は全て 2

次堆積したものと考えられる。ただし、土器の同一個

体がいくつも集中して出土することから、遺物はさほ

ど原位置から遠く離れていない可能性が高い。D発掘

区で、早期前葉 (神宮寺式新段階)の石敷炉が出土し

ていることから、中心的な活動箇所はD発掘区にあっ

たと考えられるが、 E発掘区もまた、遺跡の縁辺部と

して機能していたとするのが妥当と思われる。

(6)別所下ノ前遺跡の縄文時代遺物分布

以上、各発掘区の遺物分布を検討した結果、大半の

遺物が原位置を遊離 していることが判明した。ただ

50

し、これらの遺物がどの程度当時の様相を反映してい

るかは、遺物型式や組成の面から検討を加える必要が

ある。ここでは微高地Aの遺物分布から遺跡の範囲に

ついてまとめておきたい。

微高地Aの縄文時代遺物包含層は、C発掘区に 1層、

DoE発 掘区に 3層ある。この内のDoE発 掘区の 3

層は、出土する遺物の様相からそれぞれが対応関係に

あると考えられる。 C発掘区の層は、早期末～前期初

頭・中期末～後期前葉・晩期中葉の遺物を包含し、早

期前葉～後葉の遺物がない。これらのことから早期末

～前期初頭 。中期末～後期前葉の遺物包含層は微高地

Aのほぼ全域にあり、早期前葉、早期前葉～中葉の層

は微高地Aの東半部分に限られると考えられる。晩期

中葉ついては、遺物が C発掘区に 1点あるのみで混入

の可能性を捨てきれない。このため分析不能である。

遺物分布の傾向では、中期末～後期前葉の分布が微

高地Aの西半に比較的多く見られ、東へ向かうほど少

なくなることがわかる。これに対し、早期前葉の分布

は微高地Aの東半に多く、主にD発掘区東半からE発

掘区西半にかけて分布する。早期末～前期初頭の分布

は 3発掘区を通じて見られるが、その多くはD発掘区

にあるといえよう。

なお、石器の項で後述するが、対応する時期の遺物

包含層に含まれる石器組成は、D・ E発掘区を通じて

よく似ている。また土器の同一個体がまとまって出土

する点からも遺物がさほど原位置を遠く離れていない

可能性が高いと考えたい。各層の遺物は時期の混在は

あるものの、ある程度その場所の様相を反映している

のではないだろうか。 C発掘区においても同一個体の

土器の集中が確認できることから、同様の可能性が高

いと思われる。

これらのことから、中期末～後期前葉の遺跡は微高

地Aの西半を中心に広がっていた可能性が高く、早期

前葉～中葉の遺跡は微高地Aの東半部分に限られると

考えられる。早期末～前期初頭の遺跡については、こ

の時期の遺物が中期末～後期前葉以降の再堆積である

ため明確にできない。ただし、遺物の出土量や E発掘

区で同一個体の土器がまとまって出土していることか

ら、中心的な活動箇所はDoE発 掘区にあり、遺跡範

囲は微高地Aのほぼ全体に広がっていたと考えるのが

妥当だろう。 (鐘方・大窪 )



3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

3.出土遺物

旧石器時代、縄文時代、古墳時代、中・近世の遺物

が出土したが、その主体は縄文時代早期と12～ 13世

紀の遺物である。以下、主な遺物について記述する。

(1)旧 石器時代の遺物

角錐状石器 (図 83-1、 表13)D発 掘区の掘立柱
建物 S B05北西隅柱穴埋土から出土した石器。石材は

第 4章で報告しているが、理化学分析により隠岐産の

黒曜石と同定された。腹面には素材剥片の主要剥離面

が残り、厚い横長剥片を素材としたことがわかる。背

面中央には気泡の孔が残る。腹面側から急角度の調整

を施しており、断面形はやや左に偏った三角形を呈す

る。稜上調整承1離はない。黒曜石製角錐状石器の出土

は、奈良県内では本遺跡が初めてである。  (大窪)
(2)縄文時代の遺物

i.縄文土器

別所下ノ前・辻堂 。大谷口遺跡の調査において出土

した縄文土器は、早期前葉から前期前半、および中

期末から晩期中葉の大きく2時期に分かれ、総数は

1,423点、重量にして約9,460gに及ぶ。そのうち早期

前葉から中葉にかけての押型文土器と、それに共伴

する土器群が540点、約3,440gと最も多く、次いで早

期末前期初頭の資料が494点、約3,240g、 中期末～後

期前葉の資料が247点、約1,350g、 早期後葉の資料が

138点、約1,410gと 続く。以上の各時期の資料は、出

土量の多寡の差はあるものの 3遺跡で一定量出土して

いる。これに対し、前期前半の資料は辻堂遺跡で 3点、

晩期中棄の資料は下ノ前遺跡で 1点のみと極端に少な

い。このことから該期における遺跡利用の消極性がう

かがえる。

各遺跡から出土する早期前葉～後葉、早期末前期初

頭、また中期末～後期前葉の資料は、巨視的にはそれ

ぞれを同時期のものとして括ることが可能である。た

だし各時期の様相には、共通する特徴の有無によって

遺跡間で差異が認められることから、これが遺跡間の

時期差を示すと考えられる。

A.縄文土器の分類 (図59～ 64)
これら3遺跡の資料の大半は遺物包含層からの出土

であり、明確に縄文時代遺構から出土した資料は皆無

である。しかし、 3遺跡は非常に近接しており、遺物
の出土傾向は当地域の継続的な利用を示している。そ

表 2 別所遺跡群 縄文土器出土点数一覧
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図 59 縄文土器 分類模式図 1



3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

のため 3遺跡を別所遺跡群として捉え、出土土器を同     a2種  日縁部外面に刻みを施し精円文を縦位
一定義のもとで分類を行なう。                   に施すもの。

以下、大別時期ごとに分類基準を示す
は1)。
また各     a3種  日縁郡外面に刻みを施し精円文を横位

遺跡・地点における土器の出土点数は表 2に示した。         に施すもの。
a4種 日縁部外面に刻みを施さずに精円文を

I群 早期前葉～中葉の上器 (図59)              横位に施すもの。

A類 市松文を施すもの。大川式に比定。          b種  精円文の長軸両端が丸みをもちやや細長い

B類 ネガティブな精円文・舟形沈文駐2)を施すも      形状を呈するもの。
の。神宮寺式に比定。                  bl種  角閃石を多く含むもの。
Bl類 ネガティブな楕円文を施すもの。          b2種  角閃石を殆ど含まないもの。
a種 精円文の形状が菱形状を呈するもの。      B2類  船形沈文を施すもの。
al種 日縁部に刻みを施さず、山の高さより    a種  長軸両端がやや丸く細長い文様のもの

幅がやや広い横長で緩やかな山形文を横    b種  文様が細長く長軸両端が鋭利なもの。

位に施すもの。                c種  長軸両端が鋭利で文様が太く長いもの。

伊
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図 60 縄文土器 分類模式図 2
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B3類 口縁部に刻みを施さず、横幅より山の高さ  D類  「山芦屋期」儘
4)～
黄島式の上器。

が長い縦長の山形文を横位に施すもの。      Dl類  口縁部内面に刻みを施し横幅より高さが長

B4類 器壁が薄く角閃石を多量に含み、文様が観      く非常に小振りな山形文と複合鋸歯文を横位

察されないもの。                   に施すもの。

C類 神並上層式併行の土器儘3)。            D2類  口縁部内面に刻みを施す無文土器。

Cl類  山の横幅が高さの倍程の横長の山形文を横   D3類  横幅と高さが同等な山形文を施すもの。

位に施すもの。                 D4類  波状日縁で、日縁端部を肥厚・端部内面を

C2類 平行線文を施すもの。                内傾させ、内外面に精円文を施し、柵状文を
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施さないもの。繊維を多く含む。

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

Ⅱ群 早期後葉の土器 (図60)
D5類 内外面に精円文を施し、柵状文を施すもの。  A類  茅山下層式併行の上器。
黄島式に比定。 Al類 縄文地で頸胴郡界の段に刻みを施すもの。
a種 波状日縁で柵状文の幅が細く、小粒の精   A2類  竹管状工具で円形刺突を施し沈線で区画を
円文を縦位に施すもの。 行なうもの。

b種 柵状文の幅が太く、やや粒の大きい精円  B類  頸胴部界の段上に刻みを施し、波状の刺突列を

E類 器壁が厚く、粗大な楕円文を施すもの。高山寺    粕畑式に比定。
式に比定。

El類 内面に斜行沈線を施すもの。
E2類 内面に斜行沈線を施さない胴部片。
F類 大型の山形文を施し、繊維を多く含むもの。穂
谷式に比定。

Fl類 角閃石を多く含み褐色の胎土のもの。
F2類 角閃石を殆ど含まず橙色の胎土のもの。  ‐

施すもの。八ッ崎 I式に比定。

C類 条痕調整で、外面に平行する刺突列を施すもの。

Cl類 波状日縁で突起を有し、外面にヘラ状工具

文を横位に施すもの。

D6類 横位施文の撚糸文土器。

担

Ｉ

Ｆ

肝¶ ‰
Ⅳ群 A類

図 62 縄文土器 分類模式図4
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第 3章 調査の方法と成果

で平行に刺突を施すもの。              痕を施すもの。

C2類 内面に細かい条痕を施し外面屈曲部に爪形     a種  擦痕状の条痕のみを内外どちらかに施す

状の刺突を施すもの。                 もの。

D類 繊維を多量に含み節の太い縄文を施すもの。       b種  外面に擦痕状の条痕を施し、内面に細か

Dl類 内面に条痕を施すもの。           い条痕を施すもの。

D2類 内面に条痕を施さないもの。         F類  胎土に繊維を微量に含む無文土器 (摩滅したE

E類 繊維を多量に含み条痕を施すもの。         類啓部を含む)。

F類 胎土に繊維を多く含む無文土器。
Ⅳ群 前期前半の土器 (図62)

Ⅲ群 早期末～前期初頭の土器 (図61)       A類  条痕地で、外面に半我竹管状工具の管外面を用

A類 波状日縁で器壁が薄く、波状で多条の刺突列を    いてD字状の刺突を施すもの。北白川下層 Ia式

施すもの。石山式に比定。               に比定。

B類 貝殻腹縁を用いて文様を施すもの。        B類  器壁が薄く堅緻な胎上で、 2種の縄文を用いて

Bl類  日縁部外面に貝殻腹縁で押引きを行ない、    羽状に縄文を施文するもの。北白川下層Ⅱ式に比

胴部に同心円状に条痕を施すもの。        定。

B2類 外面に貝殻腹縁で縦位に刺突を施し、胎土

に繊維を少量含むもの。             V群  中期末～後期前葉の上器 (図63)

B3類 条痕地で外面に貝殻腹縁で縦位に刺突を施  A類  中期末の土器

し、胎土に繊維を殆ど含まないもの。       Al類  縄文地で隆帯上に円形状の刺突を施すも

B4類 外面条痕地で、微隆帯下に貝殻腹縁で横位      の。北白川C式に含まれる。

に刺突を施すもの。               A2類  斜行する沈線区画内に縄文を充填するもの

C類 日縁部に断面三角形状を呈する隆帯を貼付、上   A3類  外面に縄文を縦位串状に施すもの。

下に半我竹管状工具で連続刺突を施すもの。     B類  中期末後期初頭の上器

D類 日縁部外面に扁平な隆帯を貼付けるもの。塩屋   Bl類  縄文施文後に細い平行沈線を巡らすもの。

式に比定。                   ^B2類  波状の口縁部に沿って細い沈線を施すもの

Dl類 扁平な隆帯上に刺突を施すもの。        B3類  外面に沈線のみを施すもの。

D2類 扁平な隆帯上に体部の条痕が及ぶもの。   C類  後期前葉の上器

a種 器壁の厚いもの。             Cl類  縄文施文後に太い沈線で区画を行なうも

b種 器壁の薄いもの。                 の。中津式に比定。

E類 器面内外両面ないし片面に条痕を施すもの。     C2類  口縁に沿つて 2本の平行沈線を巡らし、垂

El類 細かい条痕を施すもの。              下沈線と直交させるもの。

E2類 粗い条痕を施すもの。            D類  条線文を施すもの。北白川上層式に比定。

E3類 繊維を束ねたようなものによる擦痕状の条  E類  胎土に砂粒を多く含んだ縄文施文土器。

底部 I類 底部I類 底部Ⅲ類 底部Ⅳ類

図 64 縄文土器 分類模式図 6



F類 胎土に砂粒を多く含んだ無文土器。

Ⅵ群 晩期中葉の上器 (図6750)

頸部が強く屈曲する器形で、日縁端部に刻みを施

し、内外面を丁寧なナデで調整するもの。篠原式中段

階～新段階に比定。

底部の分類 (図64)

I類 先端が乳頭状を呈するもの。ネガティブな精円
文が僅かに観察される。神官寺式に比定。

Ⅱ類 平底で底面直上でくびれるか、そのまま直行し
て立ち上がるもので、繊維を多く含むもの。早期

後葉に比定。

Ⅲ類 丸みを帯びた尖底で、砂粒を多く含み、若千繊
維を含むもの。早期末に比定。

Ⅳ類 器壁が厚く砂粒を多く含む平底で、底面から真
直ぐに立ち上がるもの。中期末に比定。

B.別所下ノ前遺跡の縄文土器 (図 65～ 82、 表 3～ 10)

別所下ノ前遺跡で出土した縄文土器は、総数1,015

点、重量にして約7,100gである。そのうち I群が282

点、約2,480g、 Ⅱ群が48点、約320g、 Ⅲ群が466点 、

約3,095g、  V群 が218点、約1,194gである。Ⅵ群は
C発掘区で1点のみ出土している。また I tt F類は B・

C発掘区で各1点の出土である。

発掘区ごとの出土量はE発掘区が438点、約3,350g

と最も多く、D発掘区が380点、約2,362g、 C発掘区

168点、約1,140g、 B発掘区 2点、約 1l g、 A発掘区

22点、約182gで ある。

概して下方の発掘区ほど出土量が多く、また古く位

置づけられる資料もDoE発掘区に集中する傾向が指

摘できる。これらの傾向には流出や流入の要素も加味

しなければならないが、D発掘区において神宮寺式期

の炉跡が検出されていることから、発掘区ごとの各時

期の出土量は各地点の利用の実態をある程度反映して

いると考えられる。

以下、発掘区ごとに出土土器の報告を行なう。

試掘調査出土土器 (図651～ 4)

1は第19発掘区出土土器で、胎上に繊維を含んだ胴

部片である。外面は横位のナデによる屈曲が認められ

る。内面は摩減のため調整不明である。早期後葉に属

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

するものと考えられる。

2は第25発掘区出土土器で、胴部下半の破片であ

る。外面はナデ・ユビオサエで調整され、器面内外に

は指頭圧痕が顕著に認められる。繊維を多く含み、特

に内面には繊維痕が顕著である。早期後葉に属するも

のと考えられる。

3は第26発掘区出土土器で、胎土に砂粒を多く含ん

でいる。器面内外は摩減が顕著であるが、外面は僅か

に縄文LRが観察され、内面は横位のナデによる擦痕
が認められる。中期末～後期前葉に属するものと考え

られる。

4は第28発掘区出土土器で、外面は左上がりの条

痕、内面はナデ・ユビオサエで調整されている。胎土

には細かい雲母・角閃石が多く、繊維も含む。早期末

前期初頭に属するものと考えられる。

A発掘区出土土器 (図65-5～ 10)

5・ 6は縦位ないし斜位の沈線を平行に引いた後に

縄文LRを縦位に転がして区画内を充填するものであ

る。 5は頸郡片と考えられ、内面には明確な稜が認め

られる。両者とも沈線内には明瞭に筋が認められ、上

方から下方へ沈線を描いたと考えられるが、文様のモ

チーフは小片のため不明である。

7は深鉢胴部片で、外面に縄文RLを縦位帯状に施

す。外面には成形時の横位のナデによる擦痕を下→上

方向の縦位のナデが切っているのが顕著に認められ

る。内面には右→左方向の横位のナデと指頭圧痕が認

められる。

8～ 10は外面に条痕とナデで調整を行なった土器

である。条痕中には細かい筋が認められる。 9は条痕

後に右下→左上方向のナデを行なっている。これらの

内面は横位のナデで調整されている。

5～ 7は中期末、 8～ 10は中期末から後期前葉に

属するものと考えられる。

B発掘区出土土器 (図65-11)

Hは端部が先尖り状を呈する口縁部片で、外面は日

縁部に横位のナデを行ないやや外反させ、内面には大

型の山形文を横位に施す。角閃石が多く、繊維も含む。

穂谷式に比定されるものである。

B発掘区では早期末前期初頭に属すると考えられる

無文土器が1点出土しているが、細片であるため当資

料のみ図化した。



第 3章 調査の方法と成果

飴

‰
芹 3

∬

及

督影
移
 斡  μ6

0

図 65 別所下ノ前遺跡出土縄文土器① (1/2)



倒

日

Ｆ

Ｆ

肝

２５

き/ど
′ 28

1Ⅷ
図 66 別所下ノ前遺跡



第 3章 調査の方法と成果

C発掘区出土土器 (図66～ 67)

試掘調査第20発掘区出土土器も含めて、ここに報告

する。

早期中葉の上器 (12)

12は外面に大型の山形文をやや左下がりに施す胴部

片である。内面は横位のナデにより緩やかに彎曲して

いる。 2次焼成によるものか色調は赤く、非常に良く

焼き締まっている。穂谷式に比定されるが、図6511

とは胎土中の角閃石の有無において異なる。

早期末前期初頭の上器(13～ 32)

13～ 15はⅢ群El類 としたものである。13の外面

には若千量の煤が付着している。14は胴部下半片で左

上がりの条痕後に横位の条痕を施している。15は外面

に左上がりの条痕を施し、内面は縦位の条痕後に左上

がりの条痕を施している。

16。 17はⅢ群E2類としたものである。両者とも外

面に左上がりの粗い条痕を施し、16内面は右上がり、

17内面は横位に施す。どちらも胎土には細かい雲母を

多く含む。

18～ 31はⅢ群E3類 a種としたものである。

18～ 21は 日縁部片で、18～ 20の端部はナデでつま

み上げたことによって先尖り状を呈しており、日縁部

端面に水平な刻みを一定間隔を空けて施す。21は日縁

部直下の破片で、端部が欠けている。いずれも砂粒を

多く含んでいる。

22～ 31は胴部片で、23は外面に縦位→斜位の沈線

が施される。沈線内には筋が観察されるが、施文方向

は不明である。また内面には横位の沈線がある。明ら

かに焼成前に施されたものであるが、装飾的意図によ

るものか、偶然によるものかは不明である。24・ 26は

右下→左上方向に擦痕状の条痕を施しており、内面は

横位にナデを行なう。28・ 29。 31は擬日縁痕が顕著に

認められるもので、28外面はナデによる屈曲が認めら

れる。24・ 26・ 28。 29・ 31は胎上の特徴から同一個体

と考えられる。25の外面は左上方向へ擦痕状の条痕を

施し、内面は板状の工具による縦位のナデが行なわれ

ている。外面には煤の付着が認められる。

32はⅢ群 F類とした繊維を含む無文土器で、角閃石

を多く含む。外面には若千量の煤が付着している。

中期末～後期前葉の上器 (33～ 49)

33～ 42は VttAl類 としたものである。33～ 35は

60

口縁部片で、33は太い隆帯を貼り付け、縄文RLを縦

位に転がし、その後に直径 l cm程の円形の刺突を施

す。35は 日縁端部の粘土がはみ出したところに縄文R

Lを施したと考えられ、断面は三角形状を呈してい

る。いずれも端部に縄文を施し、内面はナデを行ない、

横位の擦痕が顕著に認められる。

36～ 42は胴郡片で、36・ 37は外面に縄文LRを縦

位に施した後に横位に施す。内面は横位のナデとユビ

オサエによる凹凸が顕著に認められ、胎土には砂粒を

多く含む。40～ 42は外面に縦位のナデを行なうもの

で、砂粒を多量に含むため器面には細かい凹凸が顕著

に認められる。内面は横位のナデとユビオサエで調整

される。

49は底部Ⅳ類としたもので、基壁は平底から僅かに

くびれた後、外傾して立ち上がる。外面は縄文 LRと

縦位のナデ、内面は幅広の横位のナデを強く行なって

おり、稜が顕著に認められる。33～ 42・ 49は同一個体

と考えられ、中期末の北白川C式に含まれる。

43～ 48は Vtt F類 とした無文土器である。43は成

形時に粘土を追加して貼付けており、部分的に段が形

成されている。44は小型の鉢の胴部下半片と考えられ、

内外ともに丁寧なナデが施されている。45の内面、47

の外面には指頭圧痕が顕著に認められる。

晩期中葉の上器 (50)

50は深鉢口縁部で、やや丸みを帯びた端部に棒状工

具によって右下がりの刻みを施し、屈曲外反する頸部

は横位のナデが行なわれている。内面もまた横位のナ

デで調整され、外面の屈曲に対応して緩い稜が形成さ

れている。篠原式の中段階～新段階に比定される。

D発掘区出土土器 (図68～ 74)

早期前葉～中葉の上器 (51～ 68)

51は IttB 2類 a種としたものである。長軸両端が

丸みを持ち、やや細長くなったネガティブ精円文を外

面に施し、内面はナデを行なう。本地区では 1点のみ

出土した。

52～ 57は IttB 2類 c種 としたもので、外面には

大く長い舟形沈文を縦位に施している。文様の切合か

ら左→右方向へ施文していると考えられる。内面は丁

寧にナデが行なわれ平滑である。57は底郡付近と考え

られ、乳頭状の尖底になると考えられる。これらは神

官寺式新段階に比定される。
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58～ 61は IttD 3類としたもので、外面に正三角

形状を呈する山形文を施す。58はやや頂部が丸い小型

の山形文を施し、砂粒が多く若千量の繊維を含む。59

～ 61は頂部が角を持ち、幅の大い山形文を施すもの

で、繊維を含みく砂粒 。雲母は少ない。61は底部付近

の破片で、尖底になると考えられる。59～ 61は同一

個体で、原体は 2単位の可能性が高い。その場合、原

体の周長は1.8cm、 径は約0.57cmと なる。

62～ 67は I ttD6類としたもので、横位に撚糸文を

施すものである。いずれもRの撚糸文で、胎土は砂粒・

雲母が少なく、繊維を含む。67は底部付近の破片で、

尖底になると考えられる。これらは同一個体の可能性

が高く、また胎土は59～ 61に類似する。

68は IttD 4類としたもので、1個体分が出土して

いる。波状日縁で外反する器形である。日縁部はやや

肥厚し、端部はナデにより丸みを帯びている。外面に

は小粒な精円文を右下がりに全面施文し、内面は端部

上端に横位に楕円文を施すため、端部の断面形は内傾

の面取りをしたような形状を呈している。また端部上

端以下にも横位に精円文を施しており、切合によって

明確な稜が形成されている。楕円文は 3単位で、周長

は1.7cm、 径は約0.54cmと なる。胎土に繊維を多く含

み、繊維痕が顕著に認められる。

早期後葉の上器 (69～ 83)

69は Ⅱ群Al類としたもので、深鉢の頸部片である。

頸胴部界の段上に刻みを施しており、内面はナデで平

滑に仕上げられている。外面の屈曲部は細かい凹凸が

見 られ、縄文が施されている可能性 も考えられるが

判然としない。70は Ⅱ群A2類 としたもので、凹線に

よつて形成された段上に円形の刺突を施す。内面は横
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図 68 別所下ノ前遺跡出土縄文土器④ (1/2)
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第 3章 調査の方法と成果

位のナデで調整されている。

71～ 77は Ⅱ群D2類 としたもので、繊維を多く含

んだ縄文施文土器である。71は 日縁部片で、三角形状

の端部内外面に刻みを入れる。また棒状工具を用いて

内傾する刺突を施す。外面は縄文RLを横位に施す。

72は器壁が厚く繊維を多量に含む。底部から外側に開

いて立ち上がり、胴部上半で日縁に向かい直立する器

形になると考えられる。74は内面にナデによる擦痕が

顕著に認められる。77外面は下→上の順に横位に縄文

LRを施しており、上方の施文がやや傾くことによっ

て重複部分が羽状に見える。

78～ 82は Ⅱ群 F類としたものである。78は 日縁部

片で、丸みを帯びた端部に右下がりの刻みを入れる。

83は底部Ⅱ類としたものである。円形の平底から強く

くびれた後、立ち上がる器形と考えられる。

早期末前期初頭の土器(84～ 140)

84・ 85はⅢ群B2類としたものである。84は波状を

呈する日縁部片で、外面に貝殻腹縁を用いた横位の刺

突を間隔をおいて上→下方向へ施す。内外面はナデ・

ユビオサエで調整され、指頭圧痕が顕著に認められ

る。85は同一個体の胴部片である。

86はⅢ群B3類としたもので、横位の貝殻腹縁を上

方から下方へ刺突を行なう点はⅢ群B2類に共通する

が、地文が条痕である点で異なる。また胎土も堅緻で、

繊維は少ない。

87～ 89はⅢ群B4類としたものである。87・ 88は細
い粘土紐を貼付け、その上面に横位のナデを行なうこ

とによって粘土がはみ出し、微隆帯が形成されてい

る。この直下に貝殻腹縁で左→右方向へ横位の刺突を

施している。外面は刺突と同一の原休を用いて左上が

りの条痕を施し、内面は縦長の指頭圧痕が認められ

る。89は同一個体の胴部片で、僅かに刺突の端が認め

られる。

90。 91はⅢ群 C類としたものである。同一個体の日

縁部片で、断面が三角形状を呈する隆帯を貼付け、隆

帯上と隆帯下に半載竹管状工具を用いて左から右方向

へ押引きを行なっている。内面はナデとユビオサエで

調整を行なう。胎土は砂粒と雲母を多く含み、繊維は

認められない。

92・ 93はⅢ群D2類 a種としたもので、92は日縁部

付近、93は同一個体の胴部下半にあたる。92は幅広で
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厚く扁平な隆帯を貼り付けるもので、下→上方向に施

された縦位の条痕がそのまま隆帯上に及ぶ。平行する

隆帯間に波状の隆帯を複数巡らすモチーフになると考

えられる。内面には指頭圧痕が顕著に認められる。

94～ 96は Ⅲ群D2類 b種としたもので、94は 日縁

部付近、95は胴部上半、96は胴部下半片で、これらは

同一個体である。94は細く薄い隆帯を斜めに貼付け、

器面の左上がりの条痕がそのまま隆帯にも及ぶ。内外

に成形時の指頭圧痕が認められ、内面は下から上方向

に縦位のナデを施す。92～ 96は頚部が屈曲し内傾す

る器形の深鉢で、塩屋式に比定される。

97～ H6はⅢ群El類としたものである。97は日縁

部片で、日縁直下に凹線を施す。端部はナデによって

面取りされ、外面は左上方向に条痕を施す。内面はナ

デで平滑に調整され、また指頭圧痕も認められる。99

～ 103は これと同一個体と考えられ、外面は下から上

に斜位の条痕を左右交互に施し、内面は縦位にも施

す。98と 105は同一個体と考えられ、外面は斜位の条

痕を交互に施し、内面は角度を変えて同一方向に施し

ている。106は 日縁郎片で、厚く丸みをおびた先尖り

状の端部形態をしている。内面はナデ・ユビオサエで

調整され、指頭圧痕が認められる。これの胴部片と考

えられるのが107・ 109・ 111・ 115で、外面に煤が付着

している。外面は左上がりに条痕を施すが、Hlの内

面は不規則に施す。胴部下半の立ち上がり方から底郡

は丸底になると考えられる。116は胴部下半片で、内

外ともに左上がりに条痕を施すが、下から上へ角度を

変えて施文している。

117～ 124はⅢ群E2類としたものである。117は日

縁部片で、端部はやや外反し、内面はナデにより緩い

面が形成され、内傾する。内外の条痕はやや左上がり

に施す。118。 122・ 123は同一個体と考えられ、外面

には煤が付着する。123は胴部上半と考えられ、頸部

で屈曲し、内傾する器形になると考えられる。121の

内面は条痕の間にナデ 。ユビオサエのみで調整する部

分がある。124は内外ともに不規則に条痕を施す。

125～ 133はⅢ群E3類 a種としたものである。125

は外面のみに擦痕状の条痕を施し、内面は右上がりに

細長い指頭圧痕を施す。126～ 128は同一個体と考え

られ、外面には薄く広範囲に煤が付着している。内面

はナデとユビオサエで調整される。129。 130は同一個
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体で、内面は幅広のナデを施す。131・ 132は同一個林

で、胴部下半にあたる。内面には指頭圧痕が顕著にみ

られる。133は胴部下半の破片で、外面には煤が付着

する。薄く堅緻な胎土をしており、外面は左上がりに

擦痕状の条痕を施し、内面はナデ・ユビオサエで調整

している。

134～ 138は Ⅲ群 E3類 b種 としたものである。
134・ 135は日縁部片で、134は内面端部上端にナデを行

なった際に粘土がはみ出し、外側に尖った形状をして

いる。135は外面に強いナデを行なうことで外反させ、

端部を丸く納めている。136は内面に指頭圧痕が顕著

に見られる。137は外面に左上がりの擦痕状の条痕を

施し、内面に細かい条痕を不規則に施す。138は内外

面ともに不規則に条痕を施す。

139・ 140はⅢ群 F類 としたものである。140は底部

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

付近の破片で、139の外面はナデ、140の内面はナデと

ユビオサエによって調整している。なお139の 内面、

140の外面は摩減のため調整不明である。

中期末～後期前葉の土器 (141～ 154)

141～ 143は VttB l類 としたものである。141は日

縁部片で、日縁に平行して沈線を引いた後、日縁部に

縄文LRを横位に施している。そのため粘上のはみ出

しが沈線にかかっている。沈線以下は横位のナデが認

められる。内面は丁寧なナデによって平滑に仕上げら

れている。142・ 143は胴部片で、142は縄文LRを横

位に施文した後に平行する沈線を縦位に施している。

143は縄文LRを施文後、上方に沈線を施し、下方は

横位にナデを行なっている。下方の幅広な沈線は水平

に、上方の沈線は破片左端から垂直に上がっていく。

144・ 145は VttB 3類 としたもので、短い間隔で 2本
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の沈線を平行に引いている。146は VttB 2類とした

もので、断面逆「く」字状を呈する波状口縁部に 2本

の平行沈線を巡 らし、日縁の段の下に1本沈線を巡 ら

すものである。これら141～ 146は 中期末から後期初

頭の間に属するものと考えられる。

147・ 148は VttC 2類 としたもので、同一個体の日

縁部片である。回縁部に平行して 2本の沈線を施し、

下方の沈線に直交させて垂下する沈線を引いている。

外面は丁寧なナデを行なっているが、内面は幅広なナ

デで凹凸が顕著に見られる。端部は丸く、やや肥厚さ

せている。後期初頭に位置づけられる。

149は VttC l類としたもので、縄文LRを施文後

沈線で区画を行なっている。中津式に比定される。

150は VttD類 としたもので、外面に条線を施して

いる。内面は丁寧にナデを行なっている。また煤が付

着している。北白川上層式に比定される。

151,152は Vtt E類 としたものである。151は撚糸

文Lを縦位に施したものである。内面は左上がりのナ

デで調整されている。152は細かい縄文LRを横位に

施したものである。内面はナデを行なっている。

153。 154は V tt F類 としたものの日縁部である。

153は端部を肥厚させ、内面上端にナデを行ない内傾

させる。154は口縁端部を内外からつまみ上げて外反

させており、端部はやや丸みを帯びた先尖り状になる。

E発掘区出上の上器 (図75～ 82)

早期前葉～中葉の土器 (155～ 191)

155は深鉢胴部片である。 I ttA類 としたもので、

市松押型文を施しており、大川式に比定される。小片

であるため原体単位や施文方向は定かでなく、また摩

滅が著しく内面の調整は不明である。胎土中には細か

い角閃石を多く含んでいる。本報告では最も古く位置

づけられる土器であり、 1点のみの出土である。

156は長軸両端が丸みを帯びたやや細長いネガティ

ブ精円文を施した深鉢の胴部片で、 IttB l類 bl種

としたものである。原体長軸に対し左下がりに精円文

を刻んだ原体を縦位に施文したと考えられる。角閃石

を多量に含んでおり、器壁は薄く、また堅緻な胎土で

ある。本遺跡では 1点のみの出土である。

157～ 173は IttB 2類 a種としたものである。

157・ 158は日縁部片で、回縁部外面に右下がりの刻

みを施し、157は 日縁部以下に原体長軸に姑し右下が
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りに文様を刻んだ原答を縦位に施文 したと考えられ

る。157・ 158は同一個体であろう。

159～ 161は頸部片である。船形沈文を横位に施文

後、以下縦位に施したと考えられ、これらは同一個体

の可能性が高い。161の内面は丁寧なナデにより平滑

に仕上げられている。

162～ 169は胴部片で、原体長軸に対し文様を垂直

に刻んだ原体を縦位に施文したと考えられ、これらは

原体・胎上の特徴などから同一個体の可能性が高い。

そのうち162は 4単位の原体を施した可能性があり、

その場合原体の周長は約1.6cm、 径は約0.5cmと なる。

170～ 173は原体長軸に対して右下がりに文様を刻

んだ原体を縦位に施文したものである。170の内面に

は丁寧なナデとユビオサエが観察される。173は胴部

下半の破片であるが、内外面ともに摩減のため文様・

調整が不明瞭である。

174～ 186は IttB 2類 b種としたものである。

174。 175は原体長軸に対し左下がりに文様を刻んだ

原体を縦位に施文したと考えられる。174は胴部下半

の破片で、砂粒が比較的多く含まれている。これに対

し、175は細かい雲母が比較的多く含まれており、角

閃石のみが多く含まれる IttB 2類 a種と比べ特徴的

な胎土をしている。

176・ 177は口縁部片で、日縁部外面に垂直に刻みを

施すが、刻みは端部にはかからない。これらは同一個

体と考えられるが、文様が観察されない。そのため細

かい雲母を多く含む胎上の特徴からb種に帰属させ

た。同種のいずれかと同一個体であると考えられる。

178～ 183は原体長軸に対し右下がりに文様を刻ん

だ原体を縦位に施文したと考えられる胴部片であり、

これらは同一個体の可能性が高い。182は胴部上半の

破片と考えられ、縦位施文後に横位に施文をしてお

り、重複によって一部矢羽状を呈している。

184～ 186は原体長軸に対し左下がりに文様を刻ん

だ原体を縦位に施文したと考えられる胴部下半の資料

である。184。 186は 175と 同一個体と考えられる。185

は砂粒を多く含んでおり、胎土は174に類似する。

156は神宮寺式古段階、157～ 186は新段階に属する

ものと考えられる (矢野1993)。

187は山形文を施す日縁部片である。端部には刻み

を施さず、端部形態はナデにより丸みを帯びている。
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